
一
国
平
均
役
の
確
立
過
程

一
中
世
国
家
論
の
一
視
角
一

上

島

享

【
要
約
】
　
内
裏
造
営
・
大
嘗
会
・
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
等
の
国
家
事
業
・
行
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
庄
園
・
公
領
を
論
ぜ
ず
賦
課
さ
れ
た

一
国
平
均
役
は
中
世
の
代
表
的
な
租
税
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
租
税
制
度
の
確
立
過
程
に
つ
い
て
は
十
分
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
本

稿
で
は
、
一
一
世
紀
初
頭
か
ら
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
叢
平
均
役
が
一
定
の
変
質
を
遂
げ
つ
つ
、
一
つ
の
租
税
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

鎌
倉
期
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
る
形
態
が
確
立
す
る
過
程
を
制
度
的
側
面
か
ら
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
国
平
均
に
諜
役
を
賦
課
す
る
と
い
う
形
態
は
国

司
の
主
導
に
よ
り
展
開
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
後
白
河
親
政
・
院
政
初
期
に
な
っ
て
は
じ
め
て
朝
廷
は
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
に
積
極
的
に
関
与

す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
、
そ
の
盤
谷
・
免
除
の
藏
で
鎌
倉
期
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
る
形
態
が
確
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
白
河
親
政
・

院
政
初
期
に
一
国
平
均
役
と
い
う
租
税
制
度
が
確
立
し
た
と
言
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
三
巻
［
号
　
一
九
九
〇
年
一
月

一国平均役の確立過程（上島）

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
国
平
均
役
は
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
・
南
北
朝
期
・
室
町
期
を
通
じ
て
賦
課
・
徴
収
さ
れ
た
中
世
の
代
表
的
な
租
税
で
あ
る
。

役
と
し
て
賦
課
さ
れ
た
主
要
な
課
役
を
み
る
と
、
内
裏
の
造
営
・
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
富
・
大
嘗
会
・
斎
宮
関
係
な
ど
の
用
途
で
、

一
国
平
均

こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
国
家
事
業
・
行
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
用
途
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
国
平
均
役
は
中
世
王
権
の
も
つ
儀
礼
的
・
象
徴
的
権
威
を

財
政
面
で
保
証
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
一
国
平
均
役
を
扱
っ
た
研
究
を
眺
め
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
国
平
均
役
と
は
何
か
と
い
う
厳
密
な
概
念
規
定
が
行
わ
れ
な
い
　
4
1



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ま
ま
研
究
が
進
み
、
混
乱
を
も
招
き
か
ね
な
い
状
況
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
に
一
国
平
均
役
の
概
念
規
定
を
行
っ
て
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

必
要
が
あ
る
。
一
国
平
均
役
と
は
、
朝
延
の
認
可
の
も
と
に
、
一
国
単
位
に
原
則
と
し
て
庄
園
・
公
領
を
論
ぜ
ず
賦
課
さ
れ
た
課
役
と
し
た
い
。

史
料
上
に
は
「
不
レ
論
網
主
良
家
諸
庄
神
寺
所
領
～
平
均
令
二
役
仕
こ
「
不
レ
論
二
権
門
庄
園
不
輸
租
田
ハ
宛
コ
負
…
…
役
一
」
「
庄
公
平
均
被
二
下
下
一
」

「
国
内
平
均
之
役
」
「
国
内
平
均
所
課
偏
な
ど
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
一
国
平
均
役
の
本
質
は
官
省
符
等
で
免
除
特
権
を

得
て
い
る
不
輸
租
田
に
対
し
て
も
、
賦
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
さ
て
、
平
安
後
期
の
一
国
平
均
役
研
究
を
見
て
み
る
と
、
造
内
裏
役
・
役
夫
工
な
ど
の
個
別
課
役
の
成
立
を
論
じ
た
研
究
は
小
山
田
義
夫
氏

を
中
心
と
し
て
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
国
平
均
役
と
い
う
租
税
制
度
の
成
立
・
確
立
は
十
分
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
よ
う
や
く
近
年
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
の
研
究
が
詫
間
直
樹
氏
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
氏
は
王
朝
国
家
期
の
税
飼
を
明
ら

か
に
し
ょ
う
と
す
る
国
的
で
、
一
国
平
均
役
の
成
立
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
国
平
均
役
は
王
刺
国
家
期
の
み
な
ら
ず
、
中
世
を
通
じ
て

賦
課
・
微
収
さ
れ
た
租
税
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
一
国
平
均
役
の
制
度
的
確
立
を
論
じ
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
し
た

が
っ
て
本
稿
で
は
、
一
一
世
紀
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
一
国
平
均
役
が
、
変
質
を
遂
げ
つ
つ
一
つ
の
租
税
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鎌

倉
期
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
る
形
態
が
確
立
す
る
過
程
を
制
度
的
側
面
か
ら
検
討
し
て
い
く
。
本
稿
の
視
点
と
関
連
す
る
一
国
平
均
役
の
成
立
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

確
立
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
、
詫
間
直
樹
「
一
国
平
均
役
の
成
立
に
つ
い
て
」
、
石
井
蛍
雪
院
政
時
代
偏
、
森
本
正
憲
「
一
国
平
均
の
役
に
つ
い

て
」
の
三
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
詫
間
氏
は
前
述
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
長
久
の
庄
園
整
理
令
が
発
布
さ
れ
た
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
一
国
平
均
役
が
朝
廷
の
政
策
の
も
と
に
成
立
す
る
と
し
て
い
る
。
石
井
氏
は
小
山
田
義
夫
氏
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
後
三
条
親
政
期
に
一

国
平
均
役
が
体
制
的
に
成
立
す
る
と
し
、
延
久
の
庄
園
整
理
令
・
宣
旨
枡
・
大
田
文
と
の
関
連
の
中
で
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
森
本
氏
は
一
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

平
均
役
の
成
立
を
建
久
四
年
（
＝
九
三
）
に
も
と
め
て
い
る
。

　
以
上
、
こ
れ
ま
で
一
国
平
均
役
の
成
立
・
確
立
を
論
じ
た
研
究
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
研
究
の
視
角
が
異
な
る
こ
と
が
原
因

す
る
も
の
の
、
そ
の
成
立
・
確
立
の
時
期
は
論
者
に
よ
り
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
一
国
平
均
役
を
中
世
を
通
じ
て
賦
課
・
徴
収
さ
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れ
た
租
税
と
考
え
、
そ
れ
が
制
度
的
に
確
立
す
る
過
程
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
国
平
均
役
は
中
世
王
権
の
儀
礼
的
・
象

徴
的
権
威
を
財
政
面
で
支
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
制
度
的
確
立
を
論
じ
る
こ
と
は
中
世
国
家
を
考
え
る
さ
い
の
重
要
な
論
点
と
な
る
も
の
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

一国平均役の確立過程（上島）

①
　
南
北
朝
期
以
降
、
年
貢
・
公
事
の
銭
納
化
に
伴
い
一
国
平
均
役
も
田
地
一
段
別

　
何
文
と
い
う
賦
課
形
態
を
と
り
、
「
段
銭
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
以
下

　
に
述
べ
る
よ
う
な
｝
国
平
均
役
と
し
て
の
基
本
的
性
格
は
変
わ
ら
な
い
。

②
　
公
領
の
み
な
ら
ず
、
庄
園
に
も
賦
課
さ
れ
た
課
役
を
一
國
平
均
役
と
す
る
小
肉

　
田
義
夫
氏
の
理
解
（
「
造
内
裏
役
の
成
立
」
『
史
潮
囁
八
四
・
八
五
合
併
号
　
一
九

　
六
三
年
）
に
対
し
て
、
森
本
正
憲
氏
は
「
　
國
平
均
の
役
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
中

　
世
社
会
の
基
礎
的
研
究
』
　
一
九
八
四
年
間
の
中
で
、
寺
社
領
が
原
則
と
し
て
免
除

　
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
一
国
平
均
役
と
は
言
え
な
い
と
し
、
批
判
し
て
い
る
。
そ

　
し
て
、
寺
社
領
を
含
む
庄
園
・
公
領
～
律
に
役
夫
工
・
造
宇
佐
宮
役
の
賦
課
を
命

　
じ
た
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
七
月
四
日
付
の
官
宣
旨
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
巻
六

　
七
七
号
・
六
七
八
号
）
を
も
っ
て
「
一
国
平
均
役
の
体
綱
」
が
成
立
す
る
と
し
て

　
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
森
本
氏
が
挙
げ
た
の
は
役
夫
工
・
造
宇
佐
宮
役
の
瑛
例
で
あ

　
る
が
、
造
内
裏
役
・
大
嘗
会
役
に
つ
い
て
み
る
と
、
鎌
倉
期
を
通
じ
て
、
朝
廷
が

　
課
役
賦
課
を
認
可
し
た
段
階
か
ら
、
伊
勢
・
石
清
水
・
賀
茂
の
三
社
領
お
よ
び
三

　
代
起
請
の
地
は
原
則
と
し
て
免
除
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
森
本
氏
の
定
義

　
に
従
え
ば
、
造
内
裏
役
・
大
嘗
会
役
は
一
国
平
均
役
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ

　
の
よ
う
に
児
て
み
る
と
、
森
本
疲
の
一
国
平
均
役
の
定
義
で
は
一
国
平
均
役
の
も

　
つ
本
質
を
見
失
う
こ
と
に
な
夢
、
二
成
は
で
き
な
い
。

　
　
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
、
課
役
が
国
論
さ
れ
た
段
階
と
一
国
平
均
に
賦
課
す
る

　
こ
と
が
認
可
さ
れ
た
段
階
と
を
区
別
せ
ず
、
国
宛
さ
れ
た
課
役
と
一
国
平
均
役
を

　
混
同
し
て
い
る
研
究
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
国
平
均
役
の
厳
密
な
定

　
義
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
と
考
え
る
。

③
賦
課
の
段
階
か
ら
寺
社
領
が
除
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
以
外
の
庄
園
・
公
領
を

　
論
ぜ
ず
賦
課
さ
れ
る
課
役
で
あ
れ
ば
、
一
国
平
均
役
と
考
え
て
差
し
支
え
ば
な
い
。

④
　
平
安
後
期
の
　
国
平
均
役
に
…
閃
す
る
研
究
は
、

　
　
　
1
　
一
国
平
均
役
独
慮
の
成
立
を
論
じ
た
研
究

　
　
　
韮
　
臨
時
雑
役
の
研
究
か
ら
一
国
平
均
役
に
触
れ
た
研
究

　
　
　
田
　
そ
れ
以
外
の
目
的
の
研
究
で
、
　
一
壷
平
均
役
に
つ
い
て
触
れ
た
研
究

　
に
大
別
で
き
る
。
1
の
研
究
方
向
は
ざ
ら
に
次
の
二
通
り
に
分
か
れ
る
。

　
　
　
a
　
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
造
内
裏
役
・
役
夫
工
な
ど
の
課
役
単
位
の
成

　
　
　
　
立
を
論
じ
た
研
究

　
　
　
b
　
一
国
平
均
役
と
い
う
租
税
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究

　
a
と
し
て
は
、
小
島
鉦
作
「
大
神
宮
役
夫
工
米
の
歴
史
的
考
察
一
神
宮
造
営
の
政

　
策
と
神
宮
崇
敬
の
発
展
i
」
（
『
神
道
研
究
』
一
の
三
　
一
九
四
〇
年
、
の
ち
『
伊

　
勢
神
宮
史
の
研
究
』
に
再
収
）
、
同
「
大
神
宮
式
年
造
替
遷
宮
の
社
会
経
済
史
的

　
考
察
」
（
『
季
刊
神
道
史
学
』
三
　
　
九
五
二
年
、
の
ち
『
伊
勢
神
宮
史
の
研
究
』

　
に
再
収
）
な
ど
の
役
夫
工
を
扱
っ
た
研
究
、
小
山
田
義
夫
前
掲
「
造
内
裏
役
の
成

　
立
」
、
同
「
大
嘗
会
役
小
考
－
平
安
期
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
日
本
文
化
の
社
会
的

　
基
礎
』
～
九
七
六
年
）
、
　
同
「
伊
勢
神
富
役
夫
工
米
制
度
に
つ
い
て
1
院
政
期
を

　
中
心
と
し
て
一
」
（
『
流
通
経
済
論
集
』
二
の
二
　
一
九
六
六
年
）
な
ど
の
造
内
裏

　
役
・
大
嘗
会
役
・
役
夫
工
の
個
別
研
究
、
稲
本
紀
昭
「
野
宮
役
・
群
行
雑
事
・
帰
｝

　
京
雑
事
－
平
安
末
期
に
お
け
る
一
」
（
『
ふ
び
と
』
三
六
　
一
九
七
九
年
）
で
の
野

　
宮
役
・
斎
宮
群
行
雑
事
・
帰
京
雑
事
の
研
究
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
b
の
研
究
と
し
て
は
、
前
掲
森
本
論
文
、
坂
本
賞
三
『
荘
園
制
成
立
と
王
朝
国
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家
隠
（
一
九
八
五
年
）
、
詫
問
直
樹
「
　
國
平
均
役
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
王
朝
国

家
国
政
史
の
研
究
』
　
　
九
八
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　
次
に
、
H
の
研
究
と
し
て
は
、
長
山
泰
孝
「
臨
時
雑
役
の
成
立
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ

ア
』
三
九
・
四
〇
　
一
九
六
五
年
、
の
ち
『
律
令
負
担
体
系
の
研
究
』
に
再
収
）
、

奥
野
中
彦
「
臨
隠
雑
役
の
成
立
と
展
開
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
五
五
　
一
九
六
九
年
、

の
ち
『
中
世
圏
家
成
立
過
程
の
研
究
』
に
配
管
）
、
中
野
栄
夫
「
王
朝
国
家
期
に

お
け
る
収
取
体
系
一
臨
隠
雑
役
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
五
二
　
一

九
七
五
年
、
の
ち
『
律
令
制
社
会
解
体
過
程
の
研
究
』
に
再
収
）
、
木
村
茂
光
「
臨

時
雑
役
に
関
す
る
一
考
察
一
賦
課
対
象
と
〃
人
別
”
免
除
の
意
味
1
」
（
『
人
文
論

叢
』
一
・
二
　
一
九
七
六
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
皿
の
研
究
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
庄
園
制
の
発
展
を
論
じ
る
中

で
一
国
平
均
役
に
つ
い
て
触
れ
た
竹
内
理
三
「
平
家
及
び
院
政
政
権
と
荘
園
制
」

（『

�
j
学
研
究
』
ニ
ニ
五
　
一
九
五
八
年
）
、
後
三
条
親
政
・
王
土
思
想
と
の
関

連
で
一
国
平
均
役
を
論
じ
た
石
井
進
「
院
政
更
代
」
（
『
講
座
日
本
史
2
』
　
一
九

七
〇
年
）
、
全
国
令
と
し
て
発
布
さ
れ
た
庄
園
整
理
令
と
造
内
裏
役
と
の
関
連
を

　
指
摘
し
た
市
田
弘
昭
「
平
安
後
期
の
荘
園
整
理
令
－
全
国
令
の
発
令
契
機
を
中
心

　
に
一
」
（
『
史
学
研
究
臨
一
五
避
　
一
九
八
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

⑤
　
石
井
氏
の
論
稿
は
講
座
論
文
と
い
う
制
約
も
あ
り
、
一
国
平
均
役
に
関
し
て
具

　
体
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
研
究
（
例
え
ば
、
河

　
音
能
平
「
王
土
思
想
と
神
仏
翌
合
」
　
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
4
』
　
一
九
七
六
年
、

　
の
ち
『
中
世
封
建
社
会
の
首
都
と
農
村
』
に
黒
総
、
五
味
文
彦
「
院
支
配
権
の
基

　
礎
と
中
世
国
家
」
　
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
　
一
九
八
四
年
遅
な
ど
）
が
、
石
井

　
氏
の
一
国
平
均
役
に
関
す
る
見
解
を
根
拠
に
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
一
国
平
均

　
役
の
成
立
を
論
じ
る
研
究
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

⑥
　
前
掲
「
造
内
裏
役
の
成
立
」
。
こ
の
論
稿
の
中
で
、
小
由
田
属
は
延
久
三
年
（
一

　
〇
七
一
）
に
造
内
裏
役
が
一
国
平
均
役
と
し
て
体
獣
的
に
成
立
す
る
こ
と
を
述
べ

　
て
い
る
が
、
造
内
裏
役
以
外
の
一
国
平
均
役
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

⑦
森
本
氏
の
論
文
は
注
②
で
脂
産
し
た
よ
う
に
、
一
国
平
均
役
の
概
念
規
定
自
体

　
に
問
題
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
に
賞
品
す
る
こ
と
は
で
営
な
い
。
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第
一
章
　
　
］
国
平
均
賦
課
の
開
始

　
代
表
的
な
一
国
平
均
役
で
あ
る
造
内
裏
役
・
役
夫
工
・
大
嘗
会
役
な
ど
の
課
役
は
、
あ
る
時
期
か
ら
一
斉
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
一
国
平
均
役
と
い
う
租
税
制
度
が
整
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
詫
閾
氏
は
一
国
平
均
役
の
成
立
を
長
久
元
年
に

求
め
、
一
方
石
井
氏
は
そ
の
体
制
的
成
立
を
後
三
条
親
政
期
と
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
中
世
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
期
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た

一
国
平
均
役
と
い
う
租
税
制
度
が
い
ず
れ
か
の
時
期
に
確
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
造
内
裏
役
・
役
夫
工
な

ど
の
個
々
の
課
役
が
い
っ
か
ら
か
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
は
じ
め
た
か
、
そ
の
時
期
の
確
定
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
上
記
の
問
題
を
考
え
て
み

た
い
。
こ
れ
ま
で
一
国
平
均
役
の
租
税
と
し
て
の
成
立
を
論
じ
た
研
究
で
は
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
作
業
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。



一国平均役の確立過程（上島）

　
さ
て
、
一
国
平
均
に
課
役
を
賦
課
す
る
と
い
う
形
態
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
出
現
す
る
に
至
っ
た
か
は
、
小
山
田
氏
の
研
究
が
ほ
ぼ
明

　
　
　
　
　
　
①

ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
律
令
負
担
の
体
系
が
解
体
し
て
く
る
一
〇
世
紀
か
ら
、
こ
れ
ま
で
調
・
庸
等
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

内
裏
・
大
嘗
会
な
ど
の
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
を
、
朝
廷
が
諸
国
に
割
り
当
て
る
（
撰
堕
す
る
）
よ
う
に
な
る
。
負
担
を
命
じ
ら
れ
た
国
司
は
、

正
税
及
び
不
動
穀
を
用
い
る
こ
と
で
そ
の
費
用
を
捻
出
し
た
が
、
一
〇
世
紀
末
に
な
る
と
各
国
で
「
不
動
穀
用
尽
」
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。

こ
う
い
つ
た
状
況
に
対
応
し
、
所
課
を
受
け
た
国
司
は
臨
時
加
徴
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
賦
課
範
囲
も
國
春
雨
か
ら
庄
田
へ
と
拡
大
し
、

一
国
平
均
に
課
役
が
賦
課
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
出
現
す
る
。
し
か
し
、
国
司
は
独
自
の
裁
量
で
一
国
平
均
賦
課
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
に
は
朝
廷
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
宛
と
い
う
形
で
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
負
担
を
命
じ
ら
れ
た
国
司
は
朝
廷
に
申
請
し
、

そ
の
認
可
を
受
け
て
は
じ
め
て
課
役
を
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
課
役
が
鼻
面
さ
れ
た
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

階
と
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
た
段
階
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
な
い
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
一
義
平
均
役
は
張
扇
さ
れ
た
課

役
の
中
で
、
国
司
の
申
請
を
経
て
、
朝
廷
に
よ
り
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
た
課
役
で
あ
り
、
鼻
聾
さ
れ
た
課
役
の
特
殊
形
態

と
言
え
る
。
課
役
を
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
を
国
司
が
独
自
に
は
で
き
ず
、
朝
廷
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ
た
の
は
、
朝
廷
か
ら
官
省
符
で

免
除
特
権
を
得
て
い
る
庄
園
に
も
一
国
平
均
役
は
賦
課
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
一
国
平
均
役
が
従
来
の
臨
時
雑
役
と
は
異
な
り
、
そ
の
本
質
と

も
言
え
る
点
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
以
下
、
代
表
的
な
一
疋
平
均
役
が
い
っ
か
ら
そ
の
よ
う
な
賦
課
形
態
を
と
り
は
じ
め
た
か
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
1
　
宮
城
大
垣
修
造
役
　
　
『
小
右
記
』
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
九
月
一
四
日
条
に
、
宮
城
大
垣
修
造
役
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
る
事
例
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
前
日
、
尾
張
国
司
は
国
解
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
こ

　
普
支
コ
配
国
内
見
作
不
輸
租
田
ハ
不
レ
論
二
王
臣
察
愚
論
神
寺
所
領
噛
平
均
令
二
役
仕
噛
築
造
宮
津
大
垣
所
一
、

と
し
て
、
「
築
造
宮
城
大
垣
」
を
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
を
申
請
し
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
朝
廷
は
、
「
亦
尾
張
国
申
請
築
垣
事
、
除
二

神
寺
一
瓢
レ
請
、
即
宣
下
」
と
し
て
、
寺
社
領
を
除
く
と
い
う
限
定
を
つ
け
て
は
い
る
も
の
の
、
国
司
の
申
請
を
認
可
し
て
い
る
。
な
お
、
長
元
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四
年
以
降
、
宮
城
大
垣
修
造
役
が
一
般
に
一
国
平
均
役
と
し
て
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
史
料
上
、
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
x
　
造
内
裏
役
　
　
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
二
月
二
三
日
付
官
宣
旨
に
引
用
さ
れ
て
い
る
東
大
寺
奏
状
に
は
、
「
但
去
長
久
之
比
、
国
司
五
二
勅

箸
入
起
請
（
充
訓
課
造
内
裏
料
加
徴
こ
と
あ
り
、
長
久
年
間
に
、
不
輸
租
田
で
あ
る
東
大
寺
領
玉
井
庄
に
造
内
裏
役
が
課
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
こ
れ
は
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
六
月
に
焼
亡
し
、
長
久
二
年
（
一
〇
四
～
）
一
二
月
に
完
成
し
た
内
裏
再
建
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

時
の
造
内
裏
に
つ
い
て
は
、
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
一
〇
月
に
東
大
寺
領
大
井
・
茜
部
下
で
も
造
内
裏
役
が
課
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
不
輸
租

田
で
あ
る
東
大
寺
領
庄
園
に
対
し
造
酒
難
役
が
謎
貴
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
長
久
の
内
裏
再
建
に
さ
い
し
て
は
、
少
な
く
と
も
山
城
国
・

美
濃
国
で
園
内
懲
役
は
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
前
の
内
裏
再
建
に
さ
い
し
て
、
造
内
裏
役
が
一
国
平
均
に
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

課
さ
れ
た
と
考
え
う
る
事
例
は
存
在
し
な
い
。

　
　
　
　
　
⑪

　
巫
　
野
宮
役
　
　
野
宮
役
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
仁
平
二
年
（
一
一
五
二
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
右

　
　
　
　
　
　
　
⑫

少
弁
藤
原
資
長
書
状
に
あ
る
「
凡
野
宮
雑
事
、
不
レ
論
二
神
社
仏
寺
権
門
庄
園
ハ
可
レ
令
二
支
配
一
之
由
、
被
二
　
宣
下
｝
者
例
也
」
と
い
う
記
載
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
延
久
六
年
（
一
〇
七
四
）
七
月
七
日
付
官
宣
旨
案
の
事
書
に
は
、
　
「
応
事
任
二
先
宣
旨
一
三
劇
除
醍
醐
寺
所
領
宛
課
造
野
宮
作
料

米
上
事
」
と
あ
り
、
河
内
国
の
醍
醐
寺
領
に
対
し
て
野
宮
役
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
の
事
実
書
に
引
用
さ
れ
る
醍
醐
寺
解
状
に
は
、

　
就
レ
中
脳
延
久
三
年
早
書
、
造
宮
重
色
国
内
平
均
之
役
、
国
司
課
コ
負
件
庄
一
之
艮
、
依
レ
無
二
先
例
ハ
奏
⇒
聞
公
家
ハ
重
量
以
二
同
五
月
六
日
ハ
如
レ
此
臨
時
雑
役

　
永
以
可
二
免
除
一
之
由
、
被
レ
下
二
宣
旨
一
明
白
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
あ
り
、
事
書
に
あ
る
「
先
宣
旨
」
と
は
延
久
三
年
五
月
六
日
に
造
内
裏
役
を
免
除
し
た
「
宣
旨
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
延
久

六
年
に
野
宮
役
を
免
除
し
た
官
宣
旨
は
、
す
で
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
工
高
三
役
を
免
除
し
た
延
久
三
年
の
官
宣
旨
を
法
的
根
拠
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
て
い
る
。
ま
た
、
不
輸
租
田
で
あ
る
河
内
国
の
醍
醐
寺
領
に
対
し
て
野
宮
役
が
謎
責
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
延
久
六
年
置
時
点
で
野
宮

役
は
河
内
国
で
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
問
題
は
な
い
。

　
管
見
の
限
り
、
延
久
六
年
以
前
に
野
宮
役
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
菓
例
は
な
く
、
ま
た
野
宮
役
を
指
す
言
葉
自
体
、
史
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一国平均役の確立過程（上島）

料
上
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
⑯

　
耳
　
公
卿
勅
使
役
　
　
公
卿
勅
使
役
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
的
初
見
は
、
『
後
二
条
師
描
記
』
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
一

〇
月
二
七
日
条
で
あ
る
。
こ
の
時
、
近
江
國
司
は
欠
員
で
朝
廷
は
公
卿
勅
使
の
供
給
を
在
庁
官
人
に
命
じ
て
い
る
。
そ
の
在
庁
官
人
か
ら
の
申

請
を
受
け
て
、
朝
廷
は
「
熱
源
神
仏
干
城
其
他
庄
園
可
レ
奉
コ
仕
実
役
二
と
し
て
公
卿
勅
使
役
を
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
を
認
可
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
V
役
夫
工
　
　
「
役
夫
工
」
と
い
う
言
葉
の
史
料
的
初
見
は
寛
治
七
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
嘉
保
二
年
（
～
〇
九
五
）
・
永
長
二
盃
入
一
〇
九
七
）

の
内
宮
・
外
宮
式
年
遷
宮
の
た
め
の
所
課
と
し
て
現
れ
る
。
　
こ
の
時
の
式
年
遷
宮
用
途
の
役
夫
工
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
事
例
は
、
『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
一
〇
月
九
日
条
に
見
ら
れ
る
美
作
国
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
　
一
方
、
伊
賀
国
で
は
官
物
の
一
部
が
役
夫
工

に
使
わ
れ
て
お
り
・
役
夫
工
は
菌
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
は
い
な
聴
こ
の
よ
う
に
・
覆
二
年
●
永
長
二
年
の
式
年
遷
宮
に
さ
い
し
て
美

作
国
で
は
役
夫
工
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
賦
課
形
態
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
役
夫
工
が
一

国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
事
例
が
多
く
認
め
ら
れ
る
の
は
、
次
の
永
久
二
年
目
二
一
四
）
∵
同
四
年
の
内
宮
・
外
宮
式
年
遷
宮
の
時
か
ら
で
あ

⑳
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
皿
　
御
願
寺
造
営
役
　
　
保
延
四
年
（
二
三
八
）
九
月
一
六
日
付
官
宣
旨
案
の
事
書
に
は
、
「
応
下
三
二
先
宣
旨
一
隅
夢
免
調
除
醍
醐
寺
圓
光
院
領
柏

原
庄
宛
責
新
御
願
寺
壇
築
役
一
事
」
と
あ
り
、
こ
の
官
楽
調
が
近
江
国
に
あ
る
醍
醐
寺
風
光
院
領
柏
原
庄
に
課
せ
ら
れ
た
「
新
御
願
寺
壇
築
役
」

を
免
除
し
た
文
書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
官
宣
旨
に
引
用
さ
れ
て
い
る
醍
醐
寺
圓
光
院
解
状
に
は
、

　
就
レ
中
島
長
承
二
年
太
神
宮
役
夫
工
之
時
、
被
二
宛
責
一
之
魁
、
難
二
有
レ
限
神
事
ハ
訴
コ
申
言
旨
一
之
処
、
可
二
停
止
一
之
由
、
被
レ
下
二
宣
旨
一
書
、
又
国
司
免
除
顕

　
然
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
あ
り
、
事
書
で
免
除
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
「
先
宣
旨
」
と
は
長
承
二
年
（
　
　
三
三
）
に
役
夫
工
を
免
除
し
た
「
宣
旨
」
を
指
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
保
延
四
年
の
官
宣
旨
は
、
す
で
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
役
夫
工
を
免
除
し
た
官
宣
旨
を
法
的
根
拠
に
御
願
寺
造
営
役
を
免

除
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
延
四
年
の
官
宣
旨
よ
り
、
官
省
符
庄
で
あ
る
柏
原
庄
で
御
願
寺
造
営
役
が
実
際
に
図
無
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
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以
上
よ
り
保
延
四
年
に
は
近
江
国
で
御
願
寺
造
営
役
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
保
延
四
年
以
前
に
も
、
御
願
寺
造
営
役
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
た
と
も
考
え
得
る
史
料
も
あ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
畷
　
大
嘗
会
役
　
　
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
八
月
二
二
日
遅
宮
宣
旨
案
で
は
、
延
暦
寺
妙
香
院
領
佐
岐
庄
に
対
し
大
嘗
会
役
が
免
除
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
事
実
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
延
暦
寺
妙
香
院
解
状
に
は
、
「
大
嘗
会
斎
王
群
行
伊
勢
遷
宮
造
内
裏
八
省
豊
楽
院
大
寺
□
社
造
営
大
事
、

諸
国
一
同
勤
仕
之
時
」
と
あ
り
、
大
嘗
会
役
が
役
夫
工
・
造
内
裏
役
な
ど
と
同
様
、
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

康
治
元
年
以
前
に
大
嘗
会
役
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。

　
以
上
、
史
料
上
の
限
界
が
あ
り
確
実
に
い
っ
か
ら
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
は
じ
め
る
か
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、
平
安
後
期
に
一
国
平
均

役
と
し
て
賦
課
さ
れ
た
代
表
的
な
課
役
が
い
っ
か
ら
そ
の
よ
う
な
形
態
の
賦
課
が
史
料
上
確
認
で
き
る
か
を
示
し
た
。
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。宮

城
大
垣
修
造
役

造
内
裏
役

野
宮
役

公
卿
勅
使
役

役
夫
工

御
願
寺
造
営
役

大
嘗
会
役

長
元
四
年
（
一
Ω
三
）

長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）

延
久
六
年
（
一
〇
七
四
）

寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）

嘉
保
二
年
・
（
一
〇
九
五
）

保
延
四
蝕
＋
（
一
＝
二
八
）

康
治
元
年
（
一
一
四
二
）

48　（48）

　
こ
こ
で
検
討
し
た
七
つ
の
課
役
は
宮
城
大
垣
修
造
役
を
除
き
、
そ
こ
で
示
し
た
時
期
以
降
、
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
初
期
の
段
階
で
は
、
一
国
平
均
賦
課
を
申
請
す
る
国
も
あ
れ
ば
、
し
な
い
国
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
長
久
元
年
か
ら
一
国
平
均
賦
課
が
さ
れ
は
じ
め
た
造
内
裏
役
に
つ
い
て
、
各
国
で
一
般
的
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
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⑳

の
は
、
小
山
田
氏
に
よ
り
造
内
裏
雛
が
二
国
平
均
の
課
役
」
と
し
て
体
制
的
に
成
立
す
る
と
さ
れ
た
延
久
三
年
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
課
役
の
国
香
を
う
け
た
す
べ
て
の
国
が
一
国
平
均
賦
課
を
朝
廷
に
申
請
し
、
認
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
の
課
役
が
一
国

平
均
役
と
し
て
賦
課
さ
れ
た
こ
と
が
最
初
に
認
め
ら
れ
る
時
期
よ
り
も
あ
る
程
度
遅
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
本
章
で
検
討
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
代
表
的
な
一
国
平
均
役
は
あ
る
時
期
、
一
斉
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
一
国
平
均
役
と
い
う
租
税
制
度
が
整
っ
た
の
で
は
な
く
、
一
一
世
紀
初
頭
か
ら
徐
々
に
、
課
役
単
位
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
は
じ
め

　
　
　
　
　
⑱

た
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
石
井
氏
は
造
内
裏
役
が
後
三
条
親
政
期
に
体
制
的
に
成
立
し
た
と
す
る
小
山
田
氏
の
見
解
を
う
け
、
後
三
条

親
政
期
に
二
国
平
均
の
課
役
」
が
体
制
的
に
成
立
し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
三
条
親
政
期
に
お
い
て
は
、
代
表
的
な
一
国
平
均
役
で

あ
る
役
夫
工
や
大
嘗
会
役
な
ど
は
い
ま
だ
一
国
平
均
に
は
賦
課
さ
れ
て
い
な
い
。
後
三
条
親
政
期
に
は
、
小
山
田
氏
の
言
う
よ
う
に
造
内
裏
役

が
一
国
平
均
役
と
し
て
体
制
的
に
成
立
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
役
夫
工
・
大
嘗
会
役
を
含
め
た
二
国
平
均
の
課
役
」

が
体
制
的
に
成
立
し
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
詫
間
氏
に
よ
り
一
国
平
均
役
が
成
立
し
た
と
さ
れ
た
長
久
元
年
に
、
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ

て
い
た
課
役
は
宮
城
大
垣
修
造
役
・
造
内
裏
役
の
み
で
あ
っ
て
、
琉
の
言
う
と
こ
ろ
は
一
国
平
均
賦
課
の
開
始
を
意
味
す
る
が
、
一
国
平
均
役

の
租
税
と
し
て
の
成
立
・
確
立
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
以
上
、
中
世
を
通
じ
て
賦
課
・
微
収
さ
れ
る
租
税
と
し
て
の
一
国
平
均
役
と
い
う
視
点

に
立
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
制
度
的
確
立
を
一
一
世
紀
に
求
め
る
こ
と
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
。

①
　
前
掲
「
造
内
裏
役
の
成
立
」
及
び
前
掲
「
大
嘗
会
役
小
考
1
平
安
期
を
中
心
と

　
し
て
一
」
。

②
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
「
国
宛
」
と
い
う
雷
葉
は
論
者
に
よ
り
若
干
異
な
つ

　
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
本
稿
で
は
、
「
国
宛
」
と
い
う
言
葉

　
を
「
朝
廷
が
國
家
士
業
・
行
事
の
用
途
を
諸
国
に
割
り
当
て
る
こ
と
」
と
い
う
意

　
で
用
い
る
。
史
料
上
で
も
「
圏
宛
」
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

③
　
以
上
、
小
山
田
「
造
内
裏
役
の
成
立
」
に
よ
る
。

④
棚
橋
光
男
「
行
事
所
i
院
政
期
の
政
治
機
構
－
し
（
『
香
魚
大
学
教
育
学
部
研
究

　
報
告
』
四
五
　
一
九
七
八
年
、
の
ち
『
中
世
成
立
期
の
法
と
国
家
』
に
再
収
）
及
び

　
前
掲
市
田
論
文
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
第
一
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

⑤
宮
城
大
垣
修
造
役
と
は
、
大
内
裏
の
四
面
大
垣
を
修
造
す
る
た
め
の
課
役
で
あ

　
り
、
一
一
世
紀
初
頭
に
は
受
領
功
過
定
の
審
査
項
目
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

　
受
領
に
恒
常
的
に
割
り
当
て
ら
れ
た
課
役
で
あ
る
（
大
津
透
「
摂
関
期
の
園
家
論

　
に
向
け
て
i
受
領
功
過
定
覚
書
一
」
　
『
山
梨
大
学
教
育
学
中
研
究
報
告
』
三
九

　
一
九
八
九
年
）
。
と
こ
ろ
で
、
小
山
田
氏
の
研
究
（
前
掲
「
造
内
裏
役
の
成
立
」
）

　
で
は
、
宮
城
大
垣
修
造
役
は
造
内
裏
役
に
含
め
て
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
内
裏
焼
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亡
後
、
殿
舎
の
再
建
の
た
め
に
賦
課
さ
れ
る
課
役
と
恒
常
的
に
受
領
に
割
り
勝
て

　
ら
れ
る
宮
城
大
垣
修
造
役
と
は
区
翻
し
て
論
じ
た
方
が
良
い
と
考
え
る
。
し
た
が

　
っ
て
、
本
稿
で
は
「
造
内
裏
役
」
と
い
う
言
葉
を
内
裏
焼
亡
後
、
内
裏
殿
舎
の
再

　
建
及
び
里
内
裏
の
造
鴬
の
た
め
に
賦
課
さ
れ
る
諜
役
と
い
う
意
味
で
使
用
す
る
こ

　
と
に
す
る
。

⑥
『
平
安
遺
文
』
第
三
巻
七
〇
九
号
。

⑦
　
『
百
錬
抄
』
長
暦
三
年
六
月
二
七
日
条
。

⑧
　
後
朱
雀
天
皇
は
長
久
二
年
一
一
一
月
一
九
日
に
新
造
内
裏
に
遷
幸
し
て
い
る
（
『
百

　
錬
抄
』
同
日
条
）
。

⑨
　
長
久
元
年
一
二
月
二
八
日
付
官
宣
旨
案
（
『
平
安
遣
文
』
第
二
巻
五
八
六
号
）
。

⑩
　
轡
沁
仁
一
兀
年
（
一
〇
一
七
）
　
　
○
口
月
二
山
ハ
日
付
営
愚
且
巳
日
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
二
巻

　
四
七
九
号
）
で
は
、
醍
醐
寺
領
曾
禰
庄
に
課
せ
ら
れ
た
造
内
裏
役
が
免
除
さ
れ
て

　
い
る
。
こ
の
文
書
の
事
実
露
に
引
用
さ
れ
て
い
る
醍
醐
寺
解
状
に
は
、

　
　
　
未
レ
令
レ
叶
二
如
レ
此
臨
時
雑
役
ハ
随
亦
不
レ
入
コ
出
国
藪
田
使
一
肩
数
十
代
也
、

　
　
　
本
田
血
豆
町
衝
歩
、
四
至
之
内
依
レ
無
二
幾
公
田
旧
註
、
而
当
時
國
司
減
二
本
田

　
　
　
数
ハ
加
訓
徴
山
ハ
十
｝
」
料
一
出
個
、

　
と
あ
り
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
小
山
田
氏
の
解
釈
（
前
掲
「
造
内
裏
役
の
成

　
立
」
）
が
妥
当
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
氏
は
、
国
司
が
庄
内
公
田
六
十
町
分
と
し
て
課

　
役
を
賦
課
し
、
庄
内
本
田
百
四
十
町
冨
歩
な
べ
て
は
賦
課
し
て
い
な
い
こ
と
よ
り
、

　
こ
の
時
の
造
内
裏
役
は
一
国
平
均
に
賦
課
ざ
れ
た
も
の
で
な
い
と
し
て
い
る
。

⑪
　
野
宮
役
と
は
、
新
し
く
ト
定
ざ
れ
た
斎
宮
が
約
一
年
潔
斎
の
た
め
に
す
ご
す
野

　
宮
を
造
営
す
る
た
め
の
用
途
で
あ
る
。

⑫
『
平
安
遺
文
臨
第
六
巻
二
七
五
九
号
。

⑩
『
平
安
遺
文
』
第
三
巻
＝
○
○
号
。

⑭
『
醍
醐
雑
事
記
』
の
中
に
は
、
延
久
三
年
五
月
六
日
に
造
内
裂
役
を
免
除
し
た

　
官
宣
旨
が
存
在
す
る
（
『
平
安
遺
文
』
第
三
巻
一
〇
五
六
号
）
。

⑯
　
延
久
六
年
七
月
七
日
付
官
宣
旨
案
。

⑯
　
公
卿
勅
使
役
と
は
、
朝
廷
・
伊
勢
神
宮
な
ど
で
事
が
あ
っ
た
さ
い
に
伊
勢
神
宮

　
に
派
遣
ざ
れ
る
公
卿
勅
使
に
対
し
、
路
次
の
言
々
が
供
給
を
黄
費
す
る
課
役
で
あ

　
る
。
史
料
上
に
は
「
公
卿
勅
使
駅
家
雑
事
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

⑰
　
『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
二
月
一
四
日
条
。

⑱
『
中
右
記
』
慕
保
二
年
一
〇
月
九
日
条
に
は
、

　
　
　
午
時
許
、
参
・
殿
下
藤
条
、
付
・
共
裏
苓
・
申
・
事
文
二
撃
（
中
略
）
美

　
　
　
作
国
申
外
宮
夫
工
宛
二
庄
園
一
薬
、
仰
云
、
早
共
可
一
一
仰
下
一
者
、

　
と
あ
り
、
役
夫
工
を
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。

⑲
嘉
保
元
年
＝
一
月
一
七
日
付
官
宣
旨
（
『
平
安
遣
文
』
第
四
巻
コ
ニ
三
六
号
）
。

　
こ
の
文
書
は
以
下
の
よ
う
な
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
左
弁
官
下
伊
賀
国

　
　
　
　
廊
下
令
三
伊
勢
太
神
宮
神
昆
丼
東
大
寺
出
作
等
段
別
宛
米
陸
斗
弁
d
開
所
当

　
　
　
　
官
物
醐
充
桝
用
重
石
用
途
上
事
、

　
　
　
右
、
得
ご
彼
圏
司
去
月
無
言
ヨ
解
状
一
偲
、
謹
検
ご
案
内
明
神
民
及
東
大
寺
寄

　
　
　
人
等
、
恣
出
射
作
公
田
ハ
微
訓
下
官
物
一
之
瞼
、
各
署
峯
本
所
節
止
勢
門
不
レ
弁
二

　
　
　
如
数
之
宮
物
h

　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
望
請
天
中
、
被
レ
下
二
宣
旨
於
出
作
等
h
徴
コ
納
単
数
之
宮
選
一
目
今
、
宛
凱
斎

　
　
　
婦
道
祭
諸
寺
御
封
加
挙
通
三
宝
布
施
料
一
具
又
半
割
用
造
豊
受
宮
役
夫
工
井
造

　
　
　
興
福
寺
舎
屋
料
一
者
、
権
中
納
言
大
江
朝
匝
匡
房
宣
、
塞
・
レ
　
勅
、
依
レ
請
者
、

　
　
　
国
宜
二
承
知
一
依
レ
宣
行
レ
之
、

　
　
　
　
嘉
保
元
年
十
二
月
十
七
旧
　
大
史
小
槻
宿
禰

　
　
　
右
少
弁
平
朝
臣

　
こ
の
官
宣
旨
は
、
「
伊
勢
太
神
宮
孟
月
丼
東
大
寺
出
作
等
」
に
段
別
六
斗
の
所
当

　
官
物
の
弁
済
を
命
じ
、
そ
の
官
物
を
「
才
色
用
途
」
に
宛
て
る
よ
う
に
命
ず
る
も

　
の
で
あ
る
。
事
実
魯
に
引
用
さ
れ
て
い
る
伊
賀
国
司
解
状
を
見
る
と
、
「
重
色
用

　
途
」
と
は
「
斎
院
襖
祭
諸
寺
御
封
加
挙
通
三
愚
婦
施
料
」
及
び
「
造
豊
受
宮
役
夫
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工
井
造
興
福
寺
凝
屋
料
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
、
役
夫
工
は
臨
時
の

　
課
役
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
官
物
の
一
部
が
役
夫
工
に
用
い
ら

　
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
役
夫
工
は
あ
く
ま
で
圏
宛
レ
ベ
ル
に
と

　
ど
ま
り
一
国
平
均
に
賦
課
は
さ
れ
て
い
な
い
。

⑳
　
東
大
寺
領
大
井
・
茜
半
割
の
役
夫
工
を
免
除
し
た
天
永
三
年
（
＝
一
二
）
二

　
月
七
賃
付
課
宣
旨
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
四
巻
～
七
六
五
号
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る

　
東
大
寺
解
状
に
は
、

　
　
　
瞬
間
伊
勢
大
神
宮
役
夫
工
、
不
レ
論
一
榊
神
社
仏
専
一
可
二
宛
催
棚
之
由
、
園
司
経
二

　
　
　
奏
聞
榊
云
≧
、
若
黒
蜜
一
一
宣
下
一
斑
、
庄
費
二
件
役
ハ
定
闘
コ
怠
当
寺
法
花
ミ
厳

　
　
　
会
h
（
『
平
安
遺
文
』
を
京
都
大
学
古
文
書
準
急
写
真
本
『
内
閣
文
矩
贋
蔵
東

　
　
　
大
寺
文
書
五
』
に
よ
り
一
部
訂
正
）

　
と
あ
り
、
こ
こ
で
実
際
役
夫
工
を
一
国
平
均
賦
課
す
る
こ
と
を
認
め
る
「
宣
旨
」

　
が
下
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
役
夫
工
を
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ

　
と
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
こ
の
時
の
式
年
遷
宮

　
に
さ
い
し
て
は
、
前
野
の
式
年
遜
宮
の
蒔
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
役
夫
工
を
庄
園

　
に
対
し
て
免
除
し
た
国
司
庁
宣
が
残
っ
て
い
る
（
天
永
元
年
六
月
一
二
日
付
加
賀

　
国
司
庁
宜
案
　
『
平
安
遺
文
』
第
四
巻
…
七
二
七
号
、
天
永
三
年
三
月
日
付
近
江

　
国
司
愚
婦
案
　
『
平
安
遺
文
』
第
四
巻
一
七
六
七
号
）
。
　
こ
れ
ら
は
役
夫
工
が
一

　
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
傍
謳
す
る
も
の
と
考
え
る
。

⑳
　
『
平
安
遺
文
飴
第
五
巻
二
三
九
三
号
。

⑫
　
『
醍
醐
雑
事
記
』
よ
り
、
長
承
二
年
の
「
宜
旨
」
と
は
同
年
三
月
一
日
付
宮
宣

　
旨
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
五
巻
藁
ニ
六
六
号
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑳
保
延
二
年
八
月
二
九
日
付
河
内
国
司
庁
宣
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
五
巻
二
三
四
八

　
号
）
。

⑳
　
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
四
七
七
号
。

⑳
　
　
『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
八
月
二
七
日
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
述

　
が
あ
る
。

　
　
　
悠
紀
主
基
轡
中
請
文
各
一
　
枚
蔽
翻
畷
聾
孫
難
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
庄
力
）

　
こ
こ
で
、
大
嘗
会
の
悠
紀
・
主
基
国
は
大
嘗
会
用
途
の
「
料
物
申
請
」
（
萌
掲
詫

　
間
論
文
三
五
一
～
三
五
九
頁
参
照
）
を
す
る
と
と
も
に
、
一
風
平
均
賦
課
を
申
詰

　
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
起
請
が
認
可
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま

　
た
、
こ
れ
は
悠
紀
・
主
基
困
か
ら
の
申
請
で
あ
り
、
こ
の
用
途
は
一
二
世
紀
中
期

　
以
降
、
諸
国
に
課
せ
ら
れ
た
大
嘗
会
役
と
は
別
個
の
も
の
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ

　
る
。
な
お
、
小
山
田
氏
も
大
嘗
会
役
が
一
圏
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
時
期
を
康
治
元

　
年
と
し
て
い
る
（
前
掲
「
雑
訴
軍
役
小
考
一
平
安
置
を
中
心
と
し
て
一
」
）
。

⑳
　
な
お
、
以
下
の
よ
う
な
課
役
も
そ
こ
で
示
す
史
料
よ
り
、
平
安
後
期
に
一
国
平

　
均
役
と
し
て
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
　
a
　
造
興
福
寺
役
　
『
造
興
福
寺
記
』
永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
二
月
一
二
日

　
　
　
条
。

　
　
b
　
大
3
2
寧
府
…
観
冊
証
聞
土
志
望
磁
冨
役
　
嘉
承
一
兀
年
（
一
一
〇
六
）
五
周
月
二
五
日
付
太

　
　
　
政
官
符
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
四
巻
～
六
五
七
号
・
一
六
五
八
号
）
。

　
　
c
間
馬
役
嘉
承
三
年
七
月
六
日
職
官
宣
雛
日
案
（
『
平
安
癒
退
文
』
第
閥
巻
一
六

　
　
　
九
一
号
）
。

　
　
d
　
斎
宮
群
行
雑
纂
　
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
八
月
二
二
日
付
注
宣
旨
案
（
『
平

　
　
　
安
遺
文
』
第
四
巻
二
四
七
七
号
）
。
な
お
、
以
下
の
史
料
よ
り
、
康
治
元
年

　
　
　
以
前
に
斎
宮
群
行
雑
事
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

　
　
　
れ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
寛
治
三
年
（
一
〇
八
九
）
八
月
二
九
霞
付
官

　
　
　
宣
旨
案
（
『
平
安
遺
文
臨
書
四
巻
一
二
七
六
号
）
。

　
　
e
　
杵
築
社
造
営
役
　
康
治
二
年
三
月
一
九
日
付
官
月
雪
案
（
『
平
安
遺
文
』
第

　
　
　
点
ハ
巻
二
五
一
〇
悶
写
）
。

　
　
f
斎
宮
帰
京
雑
事
康
治
二
年
六
月
ご
二
日
付
太
政
官
【
牒
…
案
（
『
平
安
遺
文
』

　
　
　
第
六
巻
二
五
一
四
一
号
）
。

　
　
9
　
斎
院
召
物
　
f
と
同
じ
旗
治
二
年
六
月
＝
二
潤
付
太
政
官
牒
案
。
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1
1
　
日
前
国
懸
社
造
営
役
　
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
～
二
月
二
八
日
付
紀
伊
園

　
　
大
伝
法
院
陳
状
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
五
五
隣
号
）
よ
り
、
長
承
二
年

　
　
　
（
一
＝
二
～
二
）
に
は
一
國
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
。

　
　
i
　
白
由
修
造
所
課
　
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
八
月
四
日
醤
越
前
国
司
庁
宣

　
　
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
四
四
七
口
写
）
。

　
　
．
」
　
御
願
寺
供
養
料
召
物
　
久
安
輪
蔵
（
一
一
四
八
）
八
月
一
一
β
付
河
内
国

　
　
守
下
文
案
（
『
平
安
遣
文
駈
第
六
巻
二
六
五
〇
号
）
。

⑰
　
前
掲
「
造
内
裏
役
の
成
立
」
。

⑳
　
な
ぜ
課
役
の
種
類
に
よ
り
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
は
じ
め
る
時
期
が
大
き
く
異

　
な
る
の
か
に
関
し
て
私
見
を
示
し
て
お
き
た
い
。
闘
家
事
業
・
行
事
の
用
途
が
圏

第
二
章

宛
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
が
、
課
役
の
種
類
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
い
ず
れ
も
一
〇
世
紀
頃
か
ら
国
宛
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
中

で
、
造
内
裏
役
が
か
な
り
は
や
い
段
階
か
ら
一
国
平
均
賦
課
の
申
請
が
な
さ
れ
、

そ
の
よ
う
な
賦
課
形
態
を
と
り
は
じ
め
た
の
は
、
造
内
裏
役
が
他
の
闘
宛
さ
れ
る

諜
役
と
比
べ
国
衙
が
負
担
す
べ
き
額
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
国
司
は
正
税
・
不
動
穀
及
び
公
領
へ
の
臨
時
課
徴
な
ど
で
負
担
し
き
れ

ず
、
朝
廷
に
一
国
平
均
賦
課
を
申
請
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
正
税
・
不
動
穀

の
用
尽
及
び
庄
園
公
領
制
の
展
開
に
と
も
な
う
国
衙
領
の
減
少
と
い
う
事
態
に
対

応
し
、
他
の
課
役
も
負
担
額
の
多
い
課
役
か
ら
順
次
、
一
国
平
均
賦
課
申
請
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

一
世
紀
・
＝
【
世
紀
前
半
に
お
け
る
一
国
平
均
役

　
本
章
で
は
、
一
一
世
紀
・
一
二
世
紀
前
半
（
鳥
羽
院
政
期
ま
で
）
を
考
察
の
対
象
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収

・
免
除
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
課
役
ご
と
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
が
定
着
し
、
一
国
平
均
役
が
一
つ
の

租
税
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
く
過
程
を
検
討
す
る
。

第
一
節
　
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
・
免
除
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
は
じ
め
に
、
一
國
平
均
役
の
賦
課
形
態
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
『
造
興
福
寺
記
』
永
承
二
年
（
一
〇
四
七
）
三
月
二
五
日
条
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
給
一
宣
里
言
参
河
信
濃
等
国
ハ
無
下
令
不
レ
黒
熊
神
社
仏
専
院
宮
王
臣
家
嫡
荘
園
井
領
田
鼠
令
ウ
致
二
造
興
福
寿
雑
事
勤
一
状
事
、
依
鎮
護
圏
等
今
月
二
日
解
状
一
所
レ

　
　
給
也
、

と
あ
り
、
「
今
月
二
日
」
の
参
河
・
信
濃
等
国
解
状
を
受
け
て
、
朝
廷
が
「
造
興
福
寺
雑
事
」
を
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
を
認
可
し
て
い

る
。
そ
の
さ
い
「
宣
旨
」
が
発
給
さ
れ
、
こ
の
「
宣
旨
漏
が
朝
廷
に
よ
り
一
国
平
均
賦
課
を
認
め
ら
れ
た
具
体
的
な
文
書
で
あ
る
。
平
安
後
期
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一国平均役の確立過程（上島）

に
一
国
平
均
賦
課
が
認
可
さ
れ
た
事
例
を
列
挙
す
る
と
く
表
1
＞
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
そ
の
認
可
に
さ
い
し
て
発
給
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

文
書
は
記
録
上
に
は
「
宣
旨
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
具
体
的
に
は
太
政
官
符
あ
る
い
は
官
宣
旨
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
事
例
は
少
な

い
な
が
ら
一
二
世
紀
前
半
ま
で
は
全
て
、
国
司
の
申
請
を
う
け
て
一
国
平
均
賦
課
の
認
可
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

永
三
年
（
一
一
一
二
）
三
月
日
付
勧
学
院
解
状
案
に
は
、
「
抑
不
レ
論
二
権
勢
庄
園
ハ
可
レ
勤
二
如
レ
此
所
課
一
之
由
、
依
二
国
司
申
請
ハ
被
レ
下
二
宣
旨
一

壷
、
承
前
之
例
也
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
一
国
平
均
役
の
賦
課
形
態
は
国
司
の
申
請
を
う
け
て
朝
廷
が
「
宣
旨
」
で

認
可
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
詫
關
氏
は
（
朝
廷
が
国
司
に
）
「
長
久
年
間
以
降
は
一
国
平
均
役
申
請
を
な
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
行
政
指
導
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
朝
廷
が
「
行
政
指
導
」
を
し
た
と
言
え
る
事
例
は
見
あ
た
ら
な

い
。
も
し
朝
廷
が
そ
の
よ
う
な
政
策
を
と
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
長
久
年
聞
か
ら
役
夫
工
・
大
嘗
会
役
な
ど
の
他
の
一
国
平
均
役
も
そ
の
よ
う
な

賦
課
形
態
を
と
る
は
ず
で
あ
る
が
、
第
一
章
の
検
討
よ
り
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
時
期
、
朝
廷
に
と
っ
て
は
国
幸
し
た
課
役
が
収
納
さ
れ

れ
ば
よ
く
、
一
国
平
均
賦
課
の
申
請
を
す
る
か
ど
う
か
は
国
司
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
国
字
さ
れ
た
課

役
を
応
輪
田
の
み
で
負
担
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
考
え
た
国
が
一
国
平
均
賦
課
を
申
請
し
た
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
一
国
平
均
役
が
個
々
の
課

役
ご
と
に
順
次
、
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
く
と
い
う
事
実
は
、
　
一
国
平
均
賦
課
が
朝
廷
で
は
な
く
国
司
の
主
導
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
次
に
、
微
収
形
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
五
月
一
日
付
官
宣
旨
案
に
は
、
上
卿
の
宣
に
「
諸
国
司
総
総
レ
二
二
神
社
仏

寺
之
引
田
「
宛
訓
課
造
営
用
途
之
雑
物
一
貴
催
之
由
、
閾
有
二
無
二
こ
と
あ
る
。
造
面
裏
門
の
徴
収
は
国
司
が
独
自
に
行
い
、
朝
廷
は
「
間
有
二

其
聞
こ
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
徴
収
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
一
国
平
均
役
の
徴
収
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
、
朝
廷
か
ら
検
非
違
使
が
拒
桿
使
と
い
う
形
で
現
地
に
下
り
、
課
役
の
徴
収
に
あ
た
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
＝
世
紀
・
＝
一
世
紀
前

半
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
官
使
は
朝
廷
の
判
断
で
各
国
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
国
司
に
よ
る
官
使
派
遣
の
申
請
を
う
け
て
は
じ
め
て
派

　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

遣
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
若
久
が
現
地
で
課
役
の
徴
収
に
あ
た
る
さ
い
も
、
国
司
・
在
庁
官
人
の
指
揮
の
も
と
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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さ
ら
に
、
一
二
世
紀
に
な
る
と
国
司
が
国
内
の
庄
園
で
一
国
平
均
役
を
徴
収
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り
、
朝
廷
が
領
家
か
ら
直
接
課
役
を
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

属
し
て
い
る
事
例
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
も
＝
一
世
紀
蔚
半
に
お
い
て
は
国
司
の
申
請
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
園

平
均
役
の
徴
収
に
関
し
て
も
、
朝
廷
は
積
極
的
に
関
与
し
た
と
は
言
え
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
棚
橋
光
男
現
は
行
事
所
を
「
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
を
全
体
と
し
て
遂
行
し
、
ま
た
こ
れ
に
付
随
す
る
雑
多
な
政
務
を
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

役賦課
典娼

『づ、右言己』　「司日条

r造興福寺記』同旧条

r造興福寺記』同日条

『造興福寺記』五日条

r造興福寺記』五目条

r造興福寺詑』同母条

r三二条師通記』同R条

『中右記』「司日工

r中右記』同日条

r後二条師通記』同属条

観世音寺田琶｝σ平安遺文』1657号）

千家文書（『平安遺文』2510号）

r興福寺溺当次第』二　　r権僧正隆覚」条

高野山文欝（『鎌倉遺文』677号）

書陵部所蔵八幡宮関係文書（『鎌倉遺文』
678号）

賦課対象国

尾張園

摂津国

近江鷹・丹波国

三河飼・信濃岡

若狭国

越前国

近重圏

名書文

伊勢国・山城国

美作国

大和国

大宰府管内諸国

出雲国

五畿内・諸羅
（西海道を除く）

利
　
剛
別
剛
副
　
刊

蹴
　
喧
喧
陵
院
　
蹴

　
案

　
符
案
　
　
案
　
案

鴇
灘
諜
・賦課対象国の欄には，諜役を一闘平均に賦課することが認可された国名

を記した。

理
す
る
任
務
を
負
わ
さ
れ
た
機
関
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、

市
田
弘
昭
氏
は
、
長
久
の
庄
園
整
理
令
以
後
、
造
内
裏
役
を
賦
課

す
る
に
さ
い
し
て
全
園
単
位
の
庄
園
整
理
令
が
発
令
さ
れ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
一
国
平
均
役
と
庄
園
整
理
令
の
関
連
を
示
唆
し

　
　
⑪

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
説
は
、
朝
廷
が
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収

に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
上
述
の
結

論
と
大
き
く
食
い
違
っ
て
い
る
た
め
、
少
し
細
か
く
検
討
を
加
え

て
お
く
。

　
棚
橋
氏
は
、
嘉
保
二
年
・
永
長
二
年
の
内
宮
・
外
宮
式
年
遷
宮

の
た
め
に
諸
国
に
課
せ
ら
れ
た
役
夫
工
を
、
当
時
遷
宮
行
事
所
の

行
事
弁
を
勤
め
た
藤
原
宗
忠
の
日
記
で
あ
る
『
中
右
記
』
の
記
事

を
も
と
に
分
析
し
、
上
述
の
よ
う
な
結
論
を
得
て
い
る
。
こ
こ
で

氏
は
、
こ
の
時
賦
課
さ
れ
た
役
夫
工
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と

な
く
一
国
平
均
役
と
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
　
第
一
章
で
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
、
嘉
保
二
年
・
永
長
二
年
の
式
年
遷
宮
の
さ
い
に
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一園平均役の確立過程（上島）

表1　一　国　平　引

言　　月 日 内 容

氷承2年（1047）2月エ2日

　　　〃　　　2月27日

　　　〃　　　3月25日

　　　tt　4　fi　30　E

　　　〃　　　6月27日

∫琶治7年（1093）10月27日

鯛年（1031）9月14日影国司1こよる甑鱗造役の一鰍麟請を叡畿除き罰

嘉｛呆2年（1095）9月6日

　　　〃　　　10月9日

嘉保3年（エ096）10月27屡

嘉承元年（1106）5月25日

康治2年（1143）3月19日

保元2年（1157）

建久4年（1193）7月4日

tt 7月4日

摂津鰯司による造興福寺役の一国平均賦課申請を認可

近江・丹波国司による造寺福寿役の一國平均賦課申請を認可

三河・儒濃国司による造興福寺役の一国平均賦課申請を認可

若狭罵司による造興福二役の一国平均賦課申請を認可

越前国司による造興福寺役の一国平均賦課申請を許可

近江国在庁官人による公卿勅使役の一国平均賦課申請を神寺領を除き
許可

伊勢・山城圏司による神宝勅使上下向供給の一国平均賦諜申請を認可

美作国司による役夫工の一国平均賦課申講を認可

大和国司による造興福寺役の一国乎均賦課申請を認可

大宰権帥による観世音寺造営用途の～国平均賦課申諮を認可

出雲国司による杵築社造嘗用途の一国平均賦課申請を認可

造内裏役を一国平均に賦課

役男作料米を一一国平均に賦課

宇佐八幡遷宮用途料を～圏平均に賦課

・本表は，建久4年（1193）までの期間において，朝廷により課役を一圏平均に賦課することが認

可された事例を列挙した。

・文書名の欄には，一国平均賦課を認可されたさいに発給された文書名を記した。なお，「」は

記録上の記載による。

は
、
役
夫
工
を
一
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
が
一
般
に
行
わ
れ
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
実
際
、
伊
賀
園
で
は
役
夫
工
は
一
国
平
均
に

賦
課
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
棚
橋
馬
は
遷
宮
行
事
所
の

検
討
の
み
し
か
行
っ
て
い
な
い
が
、
平
安
遷
都
以
来
は
じ
め
て
内

裏
が
焼
亡
し
た
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
の
火
災
後
の
再
建
に
さ
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
、
造
内
裏
行
事
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
内
裏
造
営

用
途
は
造
内
裏
役
と
し
て
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、

国
宛
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
み

る
と
、
行
事
所
は
長
家
事
業
・
行
事
に
関
わ
る
政
務
を
処
理
す
る

機
関
で
あ
り
、
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
微
収
を
行
う
た
め
に
設
置

さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
に
つ
い
て
言
う

な
ら
ば
、
行
事
所
は
国
宛
さ
れ
た
課
役
に
関
す
る
事
務
処
理
機
関

と
し
て
位
置
づ
け
る
方
が
適
切
で
あ
る
。

　
一
方
、
市
田
氏
も
造
内
裏
役
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
な
く
、

一
国
平
均
役
と
し
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

造
内
裏
役
が
全
国
的
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
の
は
延
久
三
年

か
ら
で
あ
り
、
一
一
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
一
国
平
均
賦
課
申

請
を
す
る
国
も
あ
れ
ば
、
し
な
い
国
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
…
国
平
均
役
と
し
て
の
造
内
裏
役
を
全
国
に
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免　除

免除された場所 出 典

東大寺領火取・薦部庄
東大寺領玉井庄
東大寺領大井・茜部庄
内膳司網曳御厨寄人
醍醐寺領
五畿内七道諸国神社仏寺領
醍醐寺領
東大寺領黒田軸工等
醍醐寺領得蔵庄
東大寺領大井・茜部庄
一切経保
東大寺領黒田上
東大寺山城・大和・伊賀国所領
典楽寮領
東寺領大山庄・垂水庄
醍醐寺領
事醐寺領牛原庄
醍醐春露光院領柏原庄
醍醐寺領得蔵庄
醍醐寺領若江庄
延暦寺妙香院領佐岐庄
醍醐寺圓光院領柏原庄
醍醐寺領
醍醐寺黙思禧i庄

醍醐寺屠
蘇寺領垂水庄
醍醐寺領
醍醐寺領牛原庇
東寺領脂水庄
醍醐寺領牛原庄
醍醐寺領牛原庄
醍醐寺領牛原庄
清住寺領吹田束西陣

近衛家領宮田庄
安楽寿院領十ケ所
大伝法院領民伊國字渋田庄
高野山菩提心院調香登庄・同庄池・成
田服部新庄等
近衛家領宮田庄
醍醐寺領國光院領柏原庄
黒土八幡領野上庄・靹淵庄・隅田庄・
　衣奈園・伊都野庄：・出立庄・蕗財庄

石清水八幡宮領
蓮華薬院領大原庄
禅林寺・石田寺・観心寺領
新熊野祉耳
近衛家領宮田庄
高野山領福井庄
春日社領戴水冷牧

1春日塗領垂水西牧

内閣文庫所蔵文書　（586号）

石崎直矢氏所蔵文書（709号）
東南院文書（710号）

高野山文書（753号）
r醍醐雑事記』（1056号）

東大寺文書（1057号）
r醍醐雑事記』（1100号）

東大寺文書（1432号）
『醍醐Pt自　J／s二言己』　（1727号）

内閣文庫所蔵文書（1765号）
y民経言己』　裏文書　（1767畢）

東南院文書（1808号）
東大寺文書（2019号）
『民経記』裏文書（4983号）

東寺百合文書（2195号）
『醍酬1菊垂雪悪言己』　（2204号）

『醍雇闘観舞舞＝言己』　（2287号）

『強運i条盤讐軍言己』　（2393号）

『醍醐雑事記』（2447号）
『醍醐剃直響享言己』　（2473号）

塚本吉彦氏所蔵文害（2477号）
『醍醐轟維毒1言己』　（2478号）

『醍醐染維三1τ記』　（2482号）

『醍醐雑事記』（2532号）
『醍醐剰崖諸軍言己』　（2593号）

東寺文書（5017号）
『醍葭男剰奪還丁言己』　（2705号）

『醍醐雑導乱言己』　（272工号）

東寺百合文霞（2730暑）
『醍醐雑事記』（2744号）

『醍醐雑事記』（2769号）
『醍醐須庭毒重言己』　（2？70号）

『醍醐雑事記』（2772号）

近徳家文書　（3025号）

安楽寿院古文魯（3029号）
r根来要書』下（4808号）
『根来要書』　上　（3353号）

近衛家文書（3402号）
『醍醐雑事記』（3433号）

靹淵八幡神社文書（5049号）

吉Bヨ字申拙文書　（4873号）

石漕水文書（3628号）

近江観音寺文書（補242号）
箕掌臨画所蔵∫矯風＝文：書　（3884号）

新熊野神社文書（4013号）
近衛家文書（4055号）
高野山文書（4112号）
春日神撞文書（4131号）

春日神社文書（4132号）

・12世紀において院宣・二二が一国平均役の免除に関連して発給され

ているが，免除の公験とは考えられないため省いてある。

い　あ
。　る

　　　o

賦
課
す
る
た
め
に
庄
園
整
理
令
が
出
さ
れ
る
と
す
る
よ
り
、
造
内
裏
役
を
全
国
に
国
画
す
る
た
め
に
庄
園
整
理
令
が
発
布
さ
れ
た
と
考
え
る
方

が
妥
当
で
あ
る
。
国
宛
さ
れ
た
課
役
を
朝
廷
に
弁
済
す
る
た
め
に
、
国
司
が
独
自
に
臨
時
舞
茸
を
行
う
と
し
て
も
そ
の
対
象
は
基
本
的
に
公
領

に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
造
内
裏
役
を
国
手
す
る
た
め
に
、
庄
園
整
理
令
に
よ
り
庄
公
の
確
定
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
棚
橋
・
市
田
両
氏
は
国
津
さ
れ
た
課
役
と
一
国
平
均
役
を
同
一
視
し
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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一国平均役の確立過程（上島）

表2　一　国　平　均　役

年　　　月 日 文　書　名 文書の宛所 免除された課役

鷹二黒劉謄本
・鮮・年（・・6・）・月18日1蔵人所牒案

i天永元年（1110）6月12日i加賀國司庁宣案

金
将
案
念
念

旨
所
旨
旨
旨
旨

宣
人
宣
宣
宜
宣

官
蔵
官
陰
野
官

日
日
日
円
［
日
日

3
8
6
9
7
2

　
エ

　
　
　
ユ
　
　
　
　
ユ

月
月
月
月
月
月

2
∩
0
剛
b
【
D
7
0
◎

　
）
）
　
　
　
）
）

　
0
1
　
　
　
4
0

　
ρ
0
7
　
　
　
7
0

　
（
U
（
U
　
　
　
O
1

　
1
　
1
　
　
　
　
1
　
1

　
く
く
　
　
　
く
く

〃
年
年
〃
年
年

　
ヨ
ヨ
　
　
　
　
　

　
平
久
　
久
和

　
康
延
　
延
康

　　　　　　　3月　日
永久2年（1114）8月26日
天治元年（1124）8月11日

i天承ラ己年（1131）2月8日

i　　〃　　　3月24日

騰3四月灘近江国司口宣案
官宣旨案

，官宣旨案
』近江国司中中案

官僧日案

騰
和泉圏
i翻七道諸国

i河内国
［東大寺

留守所
美濃国
高嶋爾郡司
伊賀国
山城圏・大和国・伊賀国
栗太北郡司
東寺

輪　ii灘藩庫叢騰

　　　　　　　4月21目
　　　〃　　　12月25日
仁平2年（l152）8月　日
　　　〃　　　9月　日
　　　t／　　　11月　日

康治元年（1142）6月14日i河内国守下文案
　　　〃　　　8月22Ni官宣旨案

　　　多　鳥目i離箋
天養元年（1144）8月20日i官宣旨案
久安2年（1146）11月12Hi河内国司正意案
久安3年（1147）正月26日i官宣旨
　　　　　　　　　　　ミ久安6年（1150）8月4日i河内国司庁宣案
仁平元年（1151）2月24劉越前国司庁宣案
　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　’

平治ラ巳年（1159）9月15日

　　　〃　　　9月29日
長寛2年（1164）7月4日
長寛3年（1165）7，月4日

仁安元年（1166）9月15日
仁安2年（1167）8月24日
嘉応元年（1169）9月29日

承安2年（1172）12月29日
承安3年（1173）5月1日
承安4年（1174）10月13目
説台承3年（1179）8月18日

摂津国司庁下
官宣旨案
越前國司庁宣案
越前国司庁宣案
摂津国司庁宣案

丹波国司庁宣案
太政官諜案
太政官牒案

．太政官牒案

丹波國豊中宣案
太政官牒案
牽己伊国司口宣案

官爵旨
官宣旨案
官宣旨案
院最下文

養郵委年（1181）12月8Hl院最下文案
　　　　　　　　　　日i丹波国司庁宜案寿氷兀年（1182）9月

馨辮膿輝国麟釜案
　　　〃　　　2月18Hl院庁下文案

留守所
丹波国
近江國
河内国
伊i勢国

留守所
東寺
留守所
留守所
留守所
越前圏
留守所
留守所
留守所

留守所
安楽寿院
高野山大伝法院
高野山菩提心院

潔守所
醍醐…尋國光院

留守所

1
常陸国吉田社
石清水八幡宮護国寺
近江国
禅林寺所司臨
書熊野所司等
留守所
紀伊国高野山
摂津国在庁官人等

摂津国在庁官人等

造内裏役・（防河役）

造内裏役
造内裏役
造畢纂軍
艦内裏役
造内裏役
野宮役
造興福寺役
役央工
役鍛工
役夫工
役夫：：［二

野宮二
十卿勅使
役夫工
役夫工
黙坐工
御願寺造営役
白山修造所課
造畢裏役
大嘗会役
大嘗会役
大嘗会役
斎宮群行雑事
御願本造嘗役
御願本造営役・（国役）

役夫工
役央工
役央工
役夫等
等内裏役
役夫工・（任一度引出物）

役夫工・（造住吉宮所課・
万雑事）

大嘗会役
勅事叢薄：・（大小国役）

漫事院事・（臨晴国役）

勅瑛院事・（臨時国役）

大嘗会役
勅事・（園役）

勅事院事・（臨蒔国役）

勅慕・（国役）

紛失工
無事院事・（臨時国役）

戯事院事・（国役）

勅事叢論・（臨時囲役）

大嘗会役
勅事院事・（臨役）

勅事院事・（圏役雑事・
兵士兵釈米）

難事院菓・（国役雑事・
兵士兵闇米）

・国表は，元暦2年（1185）までの期間において，一国平均役が免除された事例を列挙した。

・出典の欄の播弧内はr平安遺文』の番号である。

57　（57）



　
以
上
、
一
一
世
紀
・
一
二
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
朝
廷
は
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
の
面
で
、
こ
れ
を
積
極
的
に
主
導
し
た
と
は
考
え
が

た
い
。
た
と
え
、
朝
廷
に
よ
る
一
定
の
関
与
が
み
ら
れ
る
揚
合
で
も
、
そ
れ
は
一
国
平
均
役
へ
の
関
与
と
解
す
る
よ
り
も
、
国
宛
さ
れ
た
課
役

に
つ
い
て
の
関
与
と
み
る
方
が
適
切
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
一
国
平
均
賦
課
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
朝
廷
で
は
な
く
、
国
司
が
握
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
最
後
に
、
　
国
平
均
役
の
免
除
形
態
を
み
て
お
く
。
平
安
後
期
に
一
国
平
均
役
が
免
除
さ
れ
た
事
例
を
列
挙
す
る
と
く
表
2
＞
の
よ
う
に
な

る
。
こ
の
表
よ
り
、
一
一
世
紀
・
一
二
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
一
国
平
均
役
は
朝
廷
に
よ
り
宮
宣
旨
で
免
除
さ
れ
る
場
合
と
国
司
に
よ
り
庁
宣

等
で
免
除
さ
れ
る
場
合
が
基
本
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
場
合
も
造
内
裏
役
・
役
夫
工
と
い
っ
た
個
々
の
課
役
単
位
に
免
除
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
、
＝
世
紀
・
一
二
世
紀
前
半
に
お
け
る
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
・
免
除
形
態
の
検
討
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
朝
廷
は
賦
課

・
徴
収
に
あ
た
っ
て
積
極
的
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
朝
廷
に
と
っ
て
は
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
を
各
国
に
国
宛
し
、
そ
の

用
途
が
国
司
に
よ
り
収
納
さ
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
一
方
、
国
司
は
用
途
を
負
担
す
る
た
め
、
官
省
符
庄
に
も
賦
課
を
行
う
必
要
が
生
じ
、
朝
廷

に
一
国
平
均
賦
課
を
申
請
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
国
平
均
役
は
国
司
の
主
導
に
よ
り
、
展
開
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
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第
二
節
　
一
国
平
均
役
の
定
着
過
程

　
一
一
世
紀
前
半
か
ら
造
内
裏
役
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
が
可
能
な
法
的
根
拠
は
朝
廷
が
一
国
平
均
賦
課
を
認
可

し
た
こ
と
、
つ
ま
り
「
宣
旨
」
（
太
政
官
符
・
官
宣
旨
）
に
よ
り
賦
課
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
、
内
膳
司
網
曳
御
厨
司
寄
人
に

「
思
置
材
木
加
微
米
早
米
小
麦
等
」
の
野
馳
を
求
め
た
国
司
解
状
に
は
、
「
依
二
官
　
宣
旨
ハ
不
レ
論
二
神
寺
院
選
挙
平
家
庄
園
ハ
平
均
宛
毫
端
」

　
　
⑬

と
あ
る
。
こ
こ
で
国
司
は
造
内
裏
役
を
～
国
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
を
認
め
る
「
官
宣
旨
」
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
そ
の
徴
収
を
行
っ
て
い

る
。
「
宣
旨
」
で
賦
課
を
認
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
一
国
平
均
役
た
る
所
以
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
「
国
宰
新
号
レ
有
二
宣
旨
ハ
充
コ



一国平均役の確立過程（上島）

　
　
　
　
　
　
　
⑭

課
色
色
雑
役
一
如
レ
雲
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
宣
旨
」
で
一
国
平
均
賦
課
を
認
可
さ
れ
て
い
な
い
課
役
ま
で
、
「
宣
旨
」
で
認
可
さ
れ
た
と
偽
っ
て
、

国
司
が
庄
園
で
課
役
を
微
旨
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
一
国
平
均
賦
課
を
認
可
し
た
「
宣
旨
」
は
、
国
司
に
よ
り
国
内
で
の
課

役
徴
収
強
化
と
い
う
形
で
も
利
用
さ
れ
た
。

　
そ
れ
で
は
国
司
か
ら
現
地
の
庄
園
で
一
国
平
均
役
の
所
課
を
う
け
た
権
門
側
の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
東
大
寺
領
大
井
・
茜
部
庄
に
対
し
て
造
内
裏
役
を
免
除
し
た
官
宣
旨
案
に
引
用
さ
れ
て
い
る
東
大
寺
奏
状
に
は
、

　
而
虫
長
暦
之
比
、
国
司
背
二
藁
筆
勅
施
入
之
旨
吐
血
コ
徴
色
≧
公
事
雑
役
ハ
錐
レ
然
依
二
本
願
御
誓
ハ
任
二
身
家
解
状
ハ
以
二
塁
長
久
元
年
十
一
月
廿
八
日
一
重
被
レ

　
免
コ
除
件
等
之
責
一
巳
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
「
以
二
去
長
久
元
年
十
一
月
廿
八
日
一
重
被
レ
免
コ
除
継
電
言
責
一
息
了
」
と
は
、
畏
久
元
年
＝
一
月
二
八
日
付
官
宣
旨
案

を
指
し
て
い
る
。
長
久
元
年
に
は
大
井
・
茜
部
庄
で
は
、
造
内
裏
役
・
防
難
役
・
臨
時
雑
役
の
弾
琴
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
天
喜
の
奏
状

に
い
う
「
色
≧
公
事
雑
役
」
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
造
内
裏
役
は
臨
時
雑
役
な
ど
と
同
様
の
課
役
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
公
事
雑
役
」
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
一
世
紀
に
お
い
て
一
国
平
均
役
は
特
別
な
課
役
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
臨
時
雑
役
の
一
種
と
さ
れ
て
い
た
。

第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
一
世
紀
に
一
國
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
の
は
造
内
裏
役
・
野
宮
役
・
公
卿
勅
使
役
ぐ
ら
い
で
あ
り
、

野
宮
役
・
公
卿
勅
使
役
は
一
一
世
紀
末
に
な
り
そ
の
よ
う
な
賦
課
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
一
一
世
紀
は
一
国
平
均
役
が
国

司
主
導
の
も
と
、
課
役
単
位
に
賦
課
が
は
じ
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
、
一
国
平
均
に
課
役
を
賦
課
す
る
と
い
う
制
度
自
体
い
ま
だ
定
着
し
て
い
な

か
っ
た
。

　
し
か
し
、
代
表
的
な
一
国
平
均
役
が
す
べ
て
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
に
な
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

史
料
が
現
れ
る
。

　
役
夫
作
料
・
造
内
裏
役
・
大
嘗
会
・
初
斎
宮
・
初
斎
院
等
召
物
井
丹
波
国
多
紀
庄
大
嘗
会
所
役
・
大
和
国
波
多
庄
河
内
国
新
庄
摂
津
国
富
嶋
庄
等
野
梅
所
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
脱
ヵ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
・
斎
宮
帰
京
役
、
此
八
箇
公
事
、
面
詰
大
小
至
愚
隠
雑
事
、
別
被
レ
下
ご
免
除
之
論
言
ハ
永
欲
レ
断
院
家
之
訴
訟
一
塁
已
、
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⑲

こ
こ
で
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
課
役
を
列
挙
し
た
上
で
、
「
八
箇
公
事
」
と
し
て
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
一
一
世
紀

初
頭
か
ら
課
役
ご
と
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
は
じ
め
た
も
の
が
、
一
国
平
均
役
と
し
て
定
着
し
、
そ
の
結
果
「
八
箇
公
事
」
と
し
石
馬
の
性

格
の
課
役
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
公
事
」
と
い
う
用
語
は
一
国
平
均
役
以
外
に
も
用
い
ら
れ
る
一
般
的
な
言
葉

で
あ
る
が
、
一
二
世
紀
中
頃
に
な
る
と
一
下
平
均
に
賦
課
さ
れ
た
課
役
を
総
称
す
る
言
葉
が
史
料
上
に
み
ら
れ
る
。
長
承
二
年
（
＝
三
三
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

○
月
二
〇
日
付
太
政
窟
符
に
引
用
さ
れ
て
い
る
高
野
山
沙
門
覚
鍍
奏
状
の
中
に
は
、

　
永
免
認
除
町
物
丼
国
役
噛
思
寝
二
天
下
一
同
公
役
国
内
平
均
所
課
ハ
永
停
訓
止
一
切
他
所
之
役
（
甲
羅
レ
為
二
　
院
御
願
寺
大
伝
法
院
領
一
之
由
、
欲
レ
被
レ
下
二

　
官
符
噛

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
「
天
下
一
同
公
役
」
は
「
国
内
平
均
所
課
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
一
国
平
均
役
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。

　
こ
の
「
天
下
一
同
公
役
」
と
い
う
言
葉
は
、
『
根
来
要
書
』
に
収
め
ら
れ
た
高
野
山
関
係
の
文
書
の
中
に
し
か
現
れ
な
い
が
、
　
一
国
平
均
役

を
総
称
す
る
　
黒
幕
と
し
て
一
般
的
に
使
わ
れ
る
の
が
「
勅
事
」
「
院
事
」
「
晶
質
事
」
で
あ
る
。
「
忍
事
」
と
い
う
言
葉
は
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
月
一
七
日
付
美
濃
国
宮
田
村
司
平
家
基
解
状
に
現
れ
る
の
が
初
見
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
か
ら
は
「
議
事
偏
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
分
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ら
な
い
。
し
か
し
、
康
治
元
年
（
二
四
二
）
六
月
一
四
日
付
河
内
国
守
下
文
案
で
は
、
造
内
裏
役
が
「
勅
事
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
久

安
三
年
（
二
四
七
）
二
月
一
一
日
付
摂
津
国
号
掌
秦
成
安
解
状
の
中
で
は
、
「
勅
事
」
と
い
う
言
葉
は
御
願
寺
造
営
役
を
指
す
言
葉
と
し
て
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
久
安
六
年
九
月
一
六
日
付
伊
予
国
弓
削
島
庄
百
姓
等
解
状
の
袖
に
す
え
ら
れ
た
国
判
で
は
、
役
夫
工
・
造
内
裏
役
・

　
　
㊧

乳
牛
役
を
「
参
箇
細
事
」
と
し
て
い
る
。
以
上
の
事
例
を
み
て
み
る
と
、
「
思
事
」
と
い
う
言
葉
は
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
課
役
を
総
称
し

た
用
語
で
あ
る
と
し
て
誤
り
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
方
、
「
院
事
」
と
い
う
言
葉
は
、
久
安
六
年
＝
月
二
二
日
付
弓
削
島
庄
住
人
等
解
状
の
裏
に
す
え
ら
れ
た
書
判
に
み
ら
れ
る
も
の
が
初
見

で
あ
る
。
こ
の
「
院
事
」
と
い
う
言
葉
は
常
に
、
「
勅
事
」
と
と
も
に
使
用
さ
れ
、
「
細
事
」
と
「
院
事
」
は
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
概
念
上
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「
監
事
」
1
1
「
三
焦
」
で
あ
り
、
と
も
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
課
役
を
総
称
し
た
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
の
意
味
を
も
つ
「
暴
論
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
は
じ
め
る
。
こ
の
よ
う
に
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
た
課
役
を
総
称
す
る
「
勅
事
」
「
悪
事
食
事
」
「
勅
情
事
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
は
じ
め
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
役
が
一
国
平
均
役
と
し
て
定
着
し
、
一
国
平
均
役
が
一
つ
の
租
税
と
し
て
扱
わ
れ
は
じ
め
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
は
ど
う
い
う
立
場
の
者
が
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
安
後
期
に
「
手
事
」
「
勅
事
院
号
」
「
勅
学
事
」
と
い

う
用
語
が
使
用
さ
れ
た
事
例
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
〈
表
3
＞
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
平
治
元
年
（
＝
五
九
）
以
前
に
は
朝
廷

が
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
用
い
た
事
例
は
一
例
も
な
く
、
庄
園
の
下
司
の
解
状
・
権
門
側
の
解
状
あ
る
い
は
国
司
の
解
状
、
国
判
な
ど
の
中
に
現

れ
、
使
用
者
は
権
門
・
在
地
の
者
か
国
司
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
事
実
は
「
恨
事
」
「
勅
事
院
事
」
「
勅
院
事
」
と
い
う
言
葉

は
、
権
門
・
在
地
・
国
司
の
側
か
ら
生
じ
た
用
語
で
あ
り
、
同
時
に
、
彼
等
が
最
初
に
一
国
平
均
役
を
一
つ
の
租
税
と
し
て
扱
い
は
じ
め
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
一
一
世
紀
・
一
二
世
紀
前
半
に
お
い
て
一
国
平
均
賦
課
の
主
導
者
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
っ
た
国
司
が
、
そ
の
よ
う
に
扱

い
は
じ
め
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
が
、
＝
世
紀
に
は
一
国
平
均
役
を
「
臨
時
雑
役
」
の
一
種
と
し
て
扱
っ
て
い
た
権
門
・
在
地
の

側
が
、
「
勅
事
」
な
ど
の
言
葉
を
使
い
は
じ
め
た
点
は
重
要
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
朝
廷
は
こ
の
時
期
、
一
国
平
均
役
を
ど
の
様
に
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
二
世
紀
前
半
（
鳥
羽
院
政
期

ま
で
）
に
は
、
朝
廷
は
「
勅
事
」
「
曲
事
賭
事
」
「
勅
院
事
」
と
い
う
言
葉
は
用
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
第
一
節
で
は
検
討
し
た
よ
う
に
、
朝
廷

は
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
微
収
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
く
、
免
除
も
個
々
の
課
役
単
位
に
な
さ
れ
て
お
り
、
一
一
世
紀
の
状
況
と
特

に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
朝
廷
は
い
ま
だ
一
国
平
均
役
を
一
つ
の
租
税
と
し
て
扱
う
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
一
国
平
均
に
賦
課
す
る

こ
と
を
認
め
た
課
役
に
つ
い
て
も
国
宛
し
た
課
役
と
い
う
レ
ベ
ル
で
扱
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
二
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
ま
だ

国
司
に
国
宛
し
た
課
役
の
徴
収
を
任
せ
て
お
い
て
も
用
途
が
収
納
さ
れ
る
段
階
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
本
節
で
は
、
一
国
平
均
役
の
定
着
過
程
を
み
て
き
た
。
従
来
、
讐
漫
事
」
と
い
う
言
葉
が
一
国
平
均
役
を
意
味
す
る
こ
と
は
漠
然
と
述
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「勅院割

文
τ
．
コ7

㍍

名 出 典

美濃圏宮田村司平家基解状

近江國野洲庄下司等解状・思懸

河内国守下文案

官宣旨案

官宣謄躍

宮翻刻案

摂津隠隠掌秦成霜解状

河内国守下文案
伊予国選庄島庄百姓等解状・函半瑠

伊予闘弓早島庄住人等解状・国判

広隆寺所司等解状案

官宜旨案

山乱国感神院所司等解状・国判

太政官牒黒

酒太政大臣藤原忠通家政山下文案

八條院庁下文

太政官牒案
伊予戦意肖彗島庄下司平助道解状・国判

太政官牒甲
骨予匡蜀弓肖彗島庄住ノ＼等崩到犬・眠半軽

伊予國弓削島庄住人等解状・国判

太政官日案
尊大春領美濃国大口固部庄文書進上状

紀伊瞬司庁宣案

紀伊國司庁宣伊

野僚艦

官宣旨案
後白河院庁一ド文案

前斎院五辻碩子庁下文

後白河院庁下文案

紀伊国大伝法院衆徒解状案

後白河院庁下文

後白河院庁下文案

建礼門院庁下文案

官宣賃案

院宣案

後白河院庁下文案

後白河院庁下文案

勧学院政所下文案

勧学院政所下文案

紀餌国大伝法院所司解状案

織部正景宗奉書案

紀伊権守某奉磐案

近衛家本r知信記』裏文書（2343号）

法隆寺文書（2472号）
『醍酬1剃建磨τ言己』　（2473号）

塚本吉彦氏所蔵文書（2477暑）

三宝院文書（2520号）
『毒忌醐雑嚢皐言己』　（2533号）

東寺文ttg：（5018号）

『醍乱闘準｛建勾薩＝言詮』　（2650号）

東寺鉱油文書（2709号）

東寺百合文書（2712号・）

粟寺百合文講（2733号）
『醍葺口吟皇事需己』　（2744号）

八坂神社文書（2954号）

安楽寿院古文欝（3029号）

陽明文庫本r兵範記』裏文霞（3089号）

九聞取文書（補105号）

r根来要書』下（4808号）

東寺掛合文書（3305号）
『根来華魁撃』　」二　（3353莞｝）

田中教忠氏所蔵文書（3361号）

東寺押合文書（3399号）
『醍醐馨｛直ミli二言己』　（3433号）

東大寺文書（3439号）

『根来避雷』上（3487・PV）

靹淵八幡神社文書（5049号）

吉田神社文書（4873号）

近江観音寺文書（補242号）

東南掌文警（3666号）

高野山文書（3694号）

東寺取合文書（3836号）

『根来要書』下（3837髪｝）

尊開基所蔵東寺腰当（3884号）

新熊野神社文書（4013号）

田中忠三郎氏所蔵文書（4074号）

高野山文書（4工12号）

『根来要望き』　下　（4160号）

春日神社文書（4131号）

春日神社文書（4132号）

春日神社文書（4134号）

春日神社又書（4135号）
『根面ミ…要書』　下　（4141号）

『根来要書』下（4201号）

『根来要書』下（422号）

。使用者の欄は，総称する言葉を使用したのが朝廷・院庁であるか，羅司関係の

者であるか，権門・在地関係の者であるかにわけ記した。括弧内は具体的な使

用老である。（例えば，康治元年8月22日付の官宣旨案では「勅購」という言

葉を権門側が使用していることを示しているが，これはこの官宣旨に引用され

ている「延暦寺妙香院解状」の中で「勅事」という言葉が用いられているので
ある。）
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一一装ｽ均役の確立過程（上島）

表3　「勅剰「勅事院事」

年　　　月 日 用 語 使 用 者

保延2年（1136）4月17日

康治元年（1142）5月　日

　　　〃　　　6月14日
　　　〃　　　8月22日
康治2年（1143）8月19日1天翫年（、、4、）、，，、日

ミ

i菱萎iii…§讐…i§賃量罠

i　’…　月22日
1仁平元年（1151）4月　日

1　　　〃　　　12月25日
保元3年（1158）11月11日

平治元年（1159）9月29日

封く暦元年（1160）3月　　 日

1長寛元年（1163）11月4R

長：寛2年（1164）7月4日

1　　〃　　8月　日
i長寛3年（1165）7月4日

i永万元年（1165）7月19日

永万2年（1166）7月　　　　　　　　　　日
仁安2年（1167）8月24日

1仁安、4，1，、、，9、灘1呂

嘉応ラ三年（1】．69）9月29日

承安2月ミ（1172）12．弓29日

i河事誤4年（1174）10月13日

i　　〃　　12月13日

馨舞朧；1脇
　　　〃　　　6月　日

灘躍糊盟
1簿永2年（1183）2月　日
1　　　〃　　　10月22日
1元翫年（1・8・）illfi・日

i寿永3年（1184）2月18日

1　　　〃　　　2月18日
i　　　〃　　　2月21日
E

　　　〃　　　　　　　2月21E［

　　　〃　　　2月　蹟
元暦元年（1184）8月24日

　　　〃　　　12月29日

勅琳

勅事

勅事

勅事

勅事

勅事

勅事

勅院事

勅事

院事勅事

勅事院事

勅事

勅事

勅事院審

勅事

勅事院事
勅事院事

勅事院事

勅事院事

勅事院事

勅窮院事

勅事

勅事

勅事院事

勅事院事

勅事

勅窺院事

勅事

勅院事

勅事院事
勅事院事

勅事院事・勅院宴

勅事院事

勅院事

勅蛮院事・勅院事

勅事

勅院事
勅軍事

野津審

野糞事

勅事院事

製革事

勅院菓

在地（美濃国宮田村司平家譜）

在地（近江羅野洲庄下司等）

権門（醍醐寺）
i権門（延暦考妙香院）

権門（醍醐寺）

権門（醍醐轡所司等）

国司（摂津醜雑掌秦成安）

国司（河内国守高階朝臣資泰）

在地（伊予国樗翔島庄百姓等）・
　國司（伊予大介高階朝臣盛章）
園司（伊予大介高階朝匿盛章）

権門（広隆寺所司等）

権門（醍醐寺臓光院所司等）

権門（感神院所司等）

朝廷・権門（美田門院）

権門（平成朝置）

権門（田原庄）

朝廷
在地（伊予塗壁削島庄下司平助道）

朝廷
権門（伊予国弓削島庄住人等）

権門（伊予国弓削島庄住人等）

朝廷・権門（醍醐寺所司等）

国司（紀伊守藤原朝臣）
　　　　　　くマリ
国司（紀伊大介永賢臣元季）

朝廷・権門（常陸圏吉田社司）

朝廷・権門（蓮華蔵院所司等）

権門（東大寺所司等）

権門（前斎院五辻順子庁）

権門（平政子）

権門（大伝法院衆徒）

後白河院庁・権門（禅林専所司等）

後白河院庁
権門（贈賄康）

朝廷

朝廷
後白河院庁・権門（春日社司等）

後白河院庁

権門（勧学院政所）

権門（勧学院政所）

権門（大伝法院所司）

国司（紀伊権守）

。本表は，元暦2焦（1185）までの期間において，一国平均に賦課された課役を総称

するr勅顛二」「勅事国華」「勅院事」という言葉が史料上に現れた事例を列挙した。

・用語の欄は，一国平均に賦課された課役を総称する言葉として史料上に使われて

いる用語を記した。

・出典の欄の抵弧内は『平安遣文』の番号である。
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べ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
院
事
」
を
院
権
力
が
独
自
に
賦
諜
す
る
課
役
と
し
、
こ
の
言
葉
が
史
料
上
に
現
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
院
権
力
が

一
国
平
均
役
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
も
み
う
け
ら
れ
、
「
勅
事
虎
魚
」
な
ど
の
雷
葉
が
使
わ
れ
は
じ
め

る
こ
と
の
意
義
づ
け
が
十
分
に
な
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
本
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
二
世
紀
中
頃
か
ら
「
天
下
一
同
公
役
」
「
勅

事
」
な
ど
の
用
語
が
史
料
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
一
国
平
均
に
課
役
を
賦
課
す
る
と
い
う
形
態
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
を
示
す

が
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
は
国
司
・
権
門
・
在
地
の
側
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
朝
廷
の
一
国
平
均
役
に
対
す
る
姿
勢
に
は
い
ま

だ
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

①
『
大
日
本
仏
教
全
雷
興
福
寺
叢
漱
鼠
』
に
よ
る
。

②
記
録
簿
に
は
具
体
的
な
文
書
形
式
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「
宜
下
」

　
と
い
う
雷
葉
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
門
宣
旨
が
下
さ
れ
た
」
と
い
う
意
味
と

　
考
え
て
よ
い
。

③
『
朝
野
群
載
』
七
、
摂
草
色
。

④
　
前
掲
詫
間
論
文
三
八
○
頁
。

⑤
『
平
安
遺
文
』
第
三
巻
一
〇
五
七
号
。

⑥
拒
揮
使
と
し
て
の
検
非
違
使
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
は
、
上
横
手
雅
敬
「
平
安

　
申
期
の
警
察
制
度
」
（
『
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』
一
九
六
九
年
）
、
中
原
俊
章
『
中

　
世
公
家
と
地
下
官
人
』
（
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

　
　
拒
蝉
使
が
一
国
平
均
役
の
徴
収
に
あ
た
っ
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
天
喜
二
年

　
（
一
〇
五
四
）
二
月
一
一
三
日
付
宮
宣
旨
（
『
平
安
遺
文
』
第
三
絹
平
〇
九
号
）
が
挙

　
げ
ら
れ
る
。

⑦
例
え
ば
『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
九
月
四
日
条
で
は
、
近
江
国
か

　
ら
の
申
請
を
う
け
、
神
宝
勅
使
供
給
を
徴
収
す
る
た
め
の
宮
使
が
朝
廷
か
ら
派
遣

　
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

⑧
　
康
治
元
年
（
一
一
四
一
一
）
一
〇
月
一
四
日
付
官
宜
旨
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻

　
二
四
八
二
号
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
醍
醐
寺
解
状
に
は
、

　
　
　
愛
当
任
之
吏
、
不
レ
知
二
二
例
ハ
任
二
業
庁
之
浮
説
ハ
号
二
大
嘗
会
役
ハ
切
躍
宛

　
　
　
米
骨
白
絹
辮
疋
ハ
放
訓
次
官
書
影
ハ
謎
責
之
條
、
寺
之
愁
歎
庄
之
減
亡
、
尤

　
　
　
在
誰
斯
智
計

　
と
あ
り
、
国
司
の
指
揮
の
も
と
官
使
が
大
嘗
会
役
の
謎
責
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
役
夫
工
を
徴
収
す
る
た
め
に
各
国
に
派
遣
さ
れ
た
髄
脳
工
使
は
神

　
宮
検
非
違
使
が
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
お
り
、
伊
勢
神
宮
か
ら
派
遣
さ
れ
た
も
の
で

　
あ
り
、
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。

⑨
　
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
正
月
二
〇
日
付
官
宜
雷
案
（
『
平
安
遺
文
臨
第
五
巻
二

　
二
九
七
号
）
。

⑩
前
掲
棚
橋
論
文
一
九
頁
。

⑪
前
掲
帯
田
論
文
～
四
頁
。

⑫
『
瞬
本
紀
略
』
天
徳
四
年
十
月
七
日
置
。

⑬
索
平
三
年
（
｝
〇
六
〇
）
三
月
一
八
日
付
蔵
人
所
牒
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
三
巻

　
九
五
三
号
）
。

⑭
天
瀬
二
年
（
一
〇
五
四
）
二
月
二
三
日
骨
鋸
宣
旨
（
『
平
安
遺
文
』
第
三
巻
七
〇

　
九
号
）
。

⑮
天
喜
二
年
二
月
二
三
日
付
目
宣
旨
（
『
平
安
遺
文
』
第
三
巻
七
一
〇
号
）
。

⑯
『
平
安
遺
文
』
第
二
巻
五
八
八
号
。
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⑰
本
文
で
取
り
あ
げ
た
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。

　
a
　
天
喜
二
年
二
月
二
三
日
に
造
内
裏
役
を
免
除
し
た
官
宣
旨
（
『
平
安
遺
文
』

　
　
第
三
巻
七
〇
九
号
）
中
の
東
大
寺
奏
状
に
は
、

　
　
　
或
斎
宮
上
下
夫
上
製
馬
充
負
、
或
宇
佐
使
供
給
夫
馬
、
或
微
一
章
宰
私
夫

　
　
　
　
役
「
善
趣
二
検
非
違
使
供
給
井
私
南
岳
等
「
或
放
d
入
馬
司
蒜
使
ハ
或
令
レ

　
　
　
　
入
ゴ
徴
防
河
夫
・
造
内
裏
加
徴
「
如
レ
此
公
理
無
レ
隙
之
聞
、

　
　
と
あ
り
、
国
司
が
課
し
て
き
た
「
斎
宮
上
下
垂
井
夫
馬
」
「
宇
佐
使
供
給
夫
馬
」

　
　
「
国
宰
私
夫
役
」
「
検
非
違
使
供
給
井
戸
干
彗
等
」
「
防
疫
夫
・
造
内
裏
加
徴
」

　
　
が
一
括
し
て
「
公
事
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
b
　
延
久
六
年
七
月
七
ヨ
警
官
宣
旨
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
三
巻
一
一
〇
〇
号
）

　
　
中
の
醍
酬
…
寺
解
状
に
は
、

　
　
　
　
就
レ
中
去
延
久
三
年
蜜
腺
、
賢
士
暮
色
岡
内
平
均
之
役
、
圃
司
課
ゴ
負
件
庄
一

　
　
　
　
夕
日
、
依
レ
無
二
先
例
h
奏
副
祥
公
家
「
随
則
以
ご
同
五
月
六
日
門
如
レ
此
臨
時

　
　
　
　
雑
役
永
以
可
畠
免
除
一
之
由
、
被
レ
下
一
榊
宣
旨
一
明
由
也
、

　
　
と
あ
り
、
造
内
裏
役
が
「
鵬
時
雑
役
」
と
さ
れ
て
い
る
。

⑱
康
治
二
年
六
月
＝
二
日
付
太
致
官
牒
案
（
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
五
一
四
号
）
。

⑲
同
様
の
事
例
が
、
康
治
二
年
八
月
一
九
日
付
太
政
官
符
案
（
『
平
安
落
文
』
第
六

　
巻
二
五
一
九
号
）
に
も
見
ら
れ
る
。

⑳
『
平
安
遺
文
』
第
十
巻
落
二
一
〇
号
。

⑳
　
『
平
安
遺
文
臨
第
五
巻
一
一
三
四
三
号
。

⑳
　

『
平
安
遺
文
隔
第
六
巻
二
四
七
三
号
。
『
平
安
遺
文
隔
の
文
書
名
は
「
越
前
團

　
守
下
文
案
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
醍
醐
寺
領
若
江
庄

　
は
河
内
国
に
あ
り
、
ま
た
鞍
上
に
乾
麺
を
す
え
て
い
る
源
季
範
は
こ
の
時
河
内
守

　
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
『
本
朝
世
紀
』
久
安
四
年
正
月
二
八
日
目
）
。
し
た
が
っ

　
て
、
「
河
内
国
守
下
文
案
」
と
す
る
の
が
正
し
い
。

㊧
　
　
『
平
安
遺
文
』
第
十
巻
五
〇
一
八
号
。

⑳
　
　
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
七
〇
九
号
。

⑳
　
乳
牛
役
は
「
円
本
雑
事
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
（
久
安
六
年
一
一
月
ご
一
一
目
付

　
樗
削
島
庄
住
人
等
解
　
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
七
一
二
号
）
、
延
喜
式
で
定
め
ら

　
れ
た
貢
蘇
（
『
延
喜
式
』
巻
二
三
）
の
系
譜
を
引
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時

　
期
の
乳
牛
役
に
関
す
る
史
料
が
少
な
い
た
め
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
一
国
平

　
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
ば
な
い
。

⑳
『
平
安
遺
文
』
第
穴
巻
二
七
一
二
号
。

⑳
　
　
「
鳥
影
事
」
と
い
う
言
葉
は
久
安
四
年
入
月
旦
日
付
河
内
国
守
下
文
案
（
『
平
安

　
遺
文
賑
第
六
軽
愚
六
五
〇
号
）
が
初
見
で
あ
る
。

⑱
　
前
掲
森
本
論
文
。

一国平均役の確立過程（上島）

第
三
章
　
剛
国
平
均
役
の
確
立

本
章
で
は
、
＝
一
世
紀
後
半
（
後
白
河
親
政
期
か
ら
）
の
検
討
を
行
い
、
こ
の
時
期
に
一
園
平
均
役
が
租
税
と
し
て
制
度
的
に
確
立
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
第
二
章
で
は
、
＝
世
紀
・
一
二
世
紀
前
半
に
お
い
て
朝
廷
は
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
微
収
に
積
極
的
に
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
　
㈹

朝
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
行
事
所
は
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
取
を
担
当
す
る
機
関
と
位
置
づ
け
る
よ
り
、
国
資
さ
れ
た
国
家
事
業
・
行
事
の
　
6
5



用
途
に
関
わ
る
事
務
処
理
機
関
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
保
元
二
年
（
二
五
七
）
三
月
に
は
東
大
寺
領
伊
賀
國

北
杣
出
作
に
対
し
て
、
造
内
裏
用
途
で
あ
る
「
材
木
以
下
雑
事
等
」
の
弁
済
を
命
じ
た
次
の
よ
う
な
造
内
裏
行
事
所
切
符
が
発
給
さ
れ
る
。

行
造
内
裏
事
所

　
可
一
”
阜
勤
副
仕
所
課
材
木
以
下
雑
事
等
一
事

長
橋
廊
五
間

北
杣
出
作
　
伊
賀
国

　
（
中
略
）

右
、
宮
城
之
制
作
者
、
邦
圏
之
経
営
也
、
働
官
公
平
均
被
二
徴
下
一
過
畢
、
然
則
三
月
廿
六
日
上
棟
、

勤
仕
↓
若
背
走
下
知
之
旨
ハ
不
レ
致
レ
合
ゴ
期
之
一
躍
、
且
令
レ
停
調
廃
庄
号
ハ
面
骨
レ
改
識
定
領
家
一
之
由
、

等
、
相
コ
逢
国
行
事
ハ
可
レ
取
コ
進
木
屋
返
抄
一
之
状
如
レ
件
、

　
保
元
二
年
三
月
　
日

八
月
十
日
可
レ
有
二
　
遷
幸
四
道
二
其
旨
噛
無
二
解
怠
一
可
二

所
レ
二
二
　
宣
下
一
也
、
六
畜
レ
致
二
丁
怠
一
葦
、
五
韻
材
木

左
官
掌
紀
正
意

□
史
生
紀
在
判

　
　
　
　
　
　
①

□
大
史
中
原
在
判
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平
山
浩
三
氏
は
こ
の
文
書
を
東
大
寺
が
現
地
で
材
木
を
、
国
内
の
造
内
裏
役
徴
収
に
あ
た
る
「
国
行
事
」
に
納
入
す
る
よ
う
に
造
内
裏
行
事
所

が
命
じ
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
⑫
妥
当
な
轟
で
あ
る
・
＝
世
紀
●
三
世
紀
前
半
の
段
階
で
は
・
禺
の
庄
園
へ
薗
平
均
役
の
負

担
を
命
じ
る
の
は
国
司
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
徴
収
も
国
司
が
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
一
国
平
均
役
に
は
直
接
関
与
せ
ず
、

国
国
平
均
役
に
関
わ
る
文
書
発
給
も
行
な
っ
て
い
な
か
っ
た
行
事
所
が
切
符
を
発
給
し
、
薩
接
、
庄
園
に
造
内
裏
役
の
負
担
を
命
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
文
書
に
は
「
若
背
二
下
知
野
寺
ハ
不
レ
致
レ
合
ゴ
期
之
下
津
、
且
令
レ
停
ゴ
上
庄
号
ハ
且
可
レ
改
コ
定
領
家
一
之
由
、
所
レ
被
二

宣
下
一
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
課
役
を
負
担
し
な
い
場
合
は
庄
園
を
停
止
し
た
り
、
領
家
を
改
選
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
宣
下
」



一国平均役の確立過程（上島）

に
よ
り
命
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
は
一
国
平
均
役
の
微
収
を
国
司
に
任
せ
て
い
た
朝
廷
が
、
こ
の
時
期
、
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
国
平
均
役
の
徴
収
に
の
り
だ
し
て
い
る
。
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
、
従
来
か
ら
あ
る
行
事
所
の
権
限
を
強
化
し
、
一
国
平
均
役
を
国
司
に

代
わ
り
庄
園
ご
と
に
徴
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
行
事
所
は
国
饗
し
た
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
に
関
わ
る
事
務
処
理
機
関
か
ら
、
一

国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
を
担
当
す
る
機
関
に
そ
の
性
格
を
変
化
さ
せ
た
と
言
え
る
。
保
元
二
年
以
降
、
行
事
所
切
符
に
よ
り
庄
園
単
位
に
一

国
平
均
役
の
負
担
を
命
じ
て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鎌
倉
後
期
ま
で
行
事
所
は
切
符
を
発
給
す
る
こ
と
に
よ
り
一
国
平
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

役
の
賦
課
・
徴
収
に
関
与
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
以
降
、
一
国
平
均
役
の
微
収
形
態
は
、
中
央
の
権
門
領
に
関
し
て
は
行
事
所
に
よ
り
徴
収
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
さ
れ
、
そ
の
他
の
庄
園
・
公
領
に
つ
い
て
は
従
来
の
よ
う
に
国
司
が
徴
収
す
る
と
い
う
形
態
に
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
朝
廷
が
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
を
国
早
し
、
そ
の
微
収
を

国
司
に
任
せ
て
い
る
の
で
は
、
用
途
が
集
ま
ら
な
い
段
階
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
保
元
新
制
を
発
布
し
強
力
な
国
家
権
力
を
誇

示
し
た
後
白
河
親
政
は
、
庄
園
整
理
の
実
施
と
と
も
に
、
国
司
主
導
に
よ
り
展
開
し
て
き
た
一
国
平
均
に
課
役
を
賦
課
す
る
と
い
う
方
式
を
自

ら
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
朝
廷
が
一
国
平
均
役
に
積
極
的
に
関
与
し
は
じ
め
る
こ
の
時
期
に
、
一
国
平
均
役
の
免
除
面
で
も
以
下
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

第
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
二
世
紀
中
頃
か
ら
権
門
・
国
司
は
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
た
課
役
を
総
称
す
る
「
勅
事
」
「
勅
事
院
事
」

門
勅
院
事
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
は
じ
め
る
が
、
朝
廷
は
ま
だ
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
安
楽
寿
三
論
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
発
給
さ
れ
た
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
九
月
二
九
日
付
太
政
官
牒
案
の
事
書
に
は
、

　
応
レ
停
判
止
官
使
検
非
違
使
院
宮
諸
司
国
使
等
関
コ
入
院
内
新
御
塔
領
諸
国
庄
園
末
寺
一
丼
勅
事
師
事
大
小
国
役
上
歯
、

と
あ
り
、
こ
こ
で
朝
廷
は
官
使
等
の
不
入
を
認
め
る
と
と
も
に
、
一
国
平
均
役
を
「
勅
事
法
事
」
と
し
て
免
除
し
て
い
る
。
平
治
元
年
、
つ
ま

り
後
白
河
院
政
初
期
に
朝
廷
は
は
じ
め
て
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
課
役
を
総
称
す
る
「
早
事
院
事
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
は
じ
め
、
一
国
平

均
役
を
一
つ
の
租
税
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
朝
廷
は
一
国
平
均
役
を
総
称
す
る
晋
葉
と
し
て
「
勅
令
」
「
勅
事
心
事
」
「
勅
院
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⑦

事
」
と
い
う
用
語
を
平
安
末
期
・
鎌
倉
期
を
通
じ
て
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
朝
廷
が
「
勅
事
習
事
」
を
免
除
す
る
こ
と
は
ど
の
様
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
ま
で
、
一
国
平

均
役
の
免
除
は
造
内
裏
役
・
役
夫
工
と
い
っ
た
個
別
の
課
役
を
指
定
し
て
免
除
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
の
免
除
は
、
一
国
平
均
役
を
総
称
す
る

「
勅
事
院
事
」
を
免
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
す
べ
て
の
課
役
を
一
括
し
て
免
除
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
降
、
朝
廷
に
よ
る
一
国
平
均
役
の
免
除
形
態
は
、

　
i
　
個
々
の
課
役
単
位
の
免
除
（
以
下
、
「
個
別
免
除
し
と
記
す
）

　
∬
　
「
勅
事
年
輩
」
門
勅
院
事
」
と
し
て
、
一
圏
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
す
べ
て
の
課
役
の
免
除
（
以
下
、
コ
括
免
除
」
と
記
す
）

の
二
形
態
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
個
別
免
除
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
課
役
が
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
ご
と
に
免
除
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

一
括
免
除
は
将
来
、
賦
課
さ
れ
る
一
国
平
均
役
す
べ
て
を
免
除
し
、
庄
園
に
対
し
雪
輪
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
〈
表
2
＞
を
見
る

と
、
治
承
三
年
（
＝
七
九
）
一
一
月
ま
で
の
後
白
河
院
政
期
に
朝
廷
が
行
っ
た
一
国
平
均
役
の
一
括
免
除
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
太
政
官
牒

　
　
　
　
⑧

が
用
い
ら
れ
、
ま
た
免
除
が
認
め
ら
れ
た
の
は
皇
室
領
庄
園
・
皇
室
御
製
薦
所
領
が
中
心
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
時
期
の
朝
廷
に
よ
る
個
別
免

除
の
事
例
は
承
安
三
年
五
月
一
日
属
官
宜
旨
案
の
一
例
し
か
な
く
何
と
も
番
え
な
い
が
、
従
来
朝
廷
が
行
う
個
別
免
除
に
は
官
宣
旨
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
免
除
対
象
は
直
接
天
皇
家
に
関
わ
り
の
あ
る
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
一
括
免
除
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
太
政
官

牒
と
個
別
免
除
に
使
わ
れ
て
い
る
官
宣
旨
を
比
較
し
て
み
る
と
、
公
式
様
文
書
で
あ
る
太
政
官
牒
に
は
請
印
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
が
、

下
文
様
文
書
で
あ
る
官
宣
旨
は
そ
の
よ
う
な
手
続
き
を
必
要
と
せ
ず
、
ま
た
署
判
の
仕
方
か
ら
考
え
て
も
、
官
宣
旨
は
宮
符
・
官
牒
を
簡
略
化

し
た
文
雷
形
式
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
所
領
に
対
し
一
括
免
除
と
個
別
免
除
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
相
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
よ
り
明
確
で
あ
る
。
朝
廷
は
免
除
に
さ
い
し
発
給
す
る
文
書
の
形
式
や
免
除
の
対
象
に
お
い
て
二
形
態
の
免
除
を
明
確
に
区
別
し
て
お
り
、

個
別
免
除
よ
り
一
括
免
除
の
方
が
よ
り
重
要
な
免
除
形
態
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
二
形
態
に
よ
る
免
除
は
、
朝
廷
側
が
一
国
平
均
役
の
賦
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

・
免
除
権
を
保
持
す
る
南
北
朝
末
期
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
後
白
河
院
政
初
期
に
朝
廷
は
一
国
平
均
役
を
一
つ
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の
租
税
と
し
て
扱
い
は
じ
め
る
と
同
時
に
、
従
来
か
ら
あ
る
個
別
免
除
に
加
え
、
一
括
免
除
と
い
う
形
態
が
出
現
し
、
中
世
前
期
を
通
じ
て
維

持
さ
れ
る
一
国
平
均
役
の
免
除
形
態
が
確
立
し
た
と
言
え
る
。

　
以
上
、
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
ご
と
を
ま
と
め
て
み
る
。
後
白
河
親
政
・
院
政
初
期
に
は
、
次
の
三
点
で
一
国
平
均
役
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

第
一
に
、
朝
廷
が
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
に
積
極
的
に
関
与
し
は
じ
め
る
。
そ
し
て
、
国
宛
し
た
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
に
関
す
る
事

務
処
理
機
関
で
あ
っ
た
行
事
所
が
、
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
微
収
を
握
撰
す
る
機
関
に
そ
の
性
格
を
変
化
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
事
所
の
賦

課
・
徴
収
へ
の
関
与
は
鎌
倉
後
期
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
第
二
に
、
一
国
平
均
役
の
免
除
に
一
括
免
除
と
い
う
形
態
が
出
現
し
、
個
別
免
除
と
と

も
に
中
世
前
期
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
る
免
除
形
態
が
こ
の
時
期
確
立
す
る
。
最
後
に
、
朝
廷
が
一
国
平
均
役
を
総
称
す
る
「
塵
事
院
舟
偏
と
い

う
言
葉
を
使
い
は
じ
め
、
一
国
平
均
役
を
一
つ
の
租
税
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
朝
廷
は
一
国
平
均
役
を
総
称
す
る
言
葉
と
し
て
、

「
勅
事
」
「
勅
事
院
事
」
「
勅
院
事
」
と
い
う
用
語
を
平
安
末
期
・
鎌
倉
期
を
通
じ
て
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
検
討
よ
り
、
後
白
河
親
政
・
院
政
初
期
に
、
こ
れ
ま
で
は
国
司
主
導
の
も
と
で
展
開
し
て
き
た
一
国
平
均
役
に
朝
廷
が
積
極
的
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

与
す
る
よ
う
に
な
り
、
微
収
・
免
除
の
面
で
鎌
倉
期
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
る
形
態
が
確
立
す
る
。
ま
た
、
朝
廷
が
一
国
平
均
役
を
独
立
し
た
租

税
と
し
て
扱
い
は
じ
め
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
白
河
親
政
・
院
政
初
期
に
一
国
平
均
役
と
い
う
租
税
が
制
度
的
に
確
立

　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
た
と
言
え
る
。
一
国
平
均
役
は
基
本
的
に
こ
の
時
期
成
立
し
た
形
態
で
中
世
前
期
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①
　
　
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
八
七
七
号
。

・
②
　
平
山
浩
三
「
一
色
平
均
役
荘
園
催
微
の
一
形
態
に
つ
い
て
－
院
政
期
を
中
心
に

　
一
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
三
〇
　
一
九
八
一
年
）
。

③
保
元
二
年
六
月
に
は
、
宣
旨
に
よ
り
野
宮
役
の
徴
収
も
な
さ
れ
て
い
る
（
保
元

　
二
年
六
月
二
八
臼
付
宣
旨
　
『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
二
八
八
八
号
）
。

④
　
鎌
倉
後
期
の
事
例
と
し
て
、
例
え
ば
東
寺
領
伊
予
国
弓
削
島
庄
に
役
夫
工
の
負

　
担
を
命
じ
た
弘
安
八
年
（
～
二
八
五
）
三
月
日
付
造
伊
勢
大
神
宮
行
事
所
切
符
案

　
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
十
巻
一
五
四
九
六
号
）
が
あ
る
。

⑤
鎌
倉
初
期
の
一
國
平
均
役
の
微
収
方
式
に
つ
い
て
は
平
山
浩
三
コ
國
平
均
役

　
荘
園
催
徴
の
一
形
態
に
つ
い
て
1
鎌
倉
初
期
を
中
心
に
一
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
九

　
九
　
一
九
八
一
年
）
が
詳
し
い
。

⑥
『
平
安
遺
文
』
第
六
帯
磁
〇
二
九
号
。

⑦
　
南
北
朝
期
に
な
る
と
朝
廷
は
一
国
平
均
役
を
総
称
す
る
書
葉
と
し
て
「
勅
役
院

　
役
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
内
容
的
に
は
「
勅
事
閑
事
」
と

　
同
じ
で
あ
る
。

⑧
現
存
す
る
文
書
は
太
政
官
牒
の
み
で
あ
る
が
、
本
文
で
と
り
あ
げ
た
一
国
平
均
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役
の
一
括
免
除
を
し
た
平
治
元
年
九
月
二
九
目
付
太
政
官
牒
案
の
事
実
書
に
は
、

　
　
　
右
、
太
政
官
今
月
下
貸
費
圏
・
・
輔
符
儒
、
　
（
中
略
）
正
二
位
行
権
大
納
言
藤
原

　
　
　
朝
臣
宣
、
奉
レ
勅
依
レ
請
者
、
国
寛
承
知
、
依
・
宣
行
レ
害
者
、
盆
山
承
知
、
牒

　
　
　
到
准
レ
状
、
故
牒
、

　
と
あ
る
。
こ
の
太
政
官
牒
は
安
楽
寿
毒
院
に
宛
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

　
同
内
容
の
太
政
官
符
が
諸
岡
に
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
ま
た
へ
表
2
＞
を
見
る
と
、
後
白
河
院
政
復
活
後
、
愚
智
下
文
に
よ
り
一
国
平

　
均
役
の
一
掘
免
除
が
行
わ
れ
て
い
る
蛮
例
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の

　
点
は
こ
の
時
期
の
院
権
力
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑨
鎌
倉
期
に
は
、
概
し
て
一
括
免
除
に
は
官
宣
旨
が
、
個
別
免
除
に
は
院
宣
が
用

　
い
ら
れ
て
い
る
。
君
札
様
急
雷
の
院
宣
よ
り
下
文
様
文
盤
の
官
宣
旨
の
方
が
よ
り

　
重
要
な
文
語
形
式
と
言
え
る
。

⑩
南
北
朝
末
期
に
～
抵
免
除
が
な
さ
れ
て
い
る
繋
累
と
し
て
は
例
え
ば
、
東
福
寺

　
領
諸
国
庄
園
に
つ
い
て
「
留
役
院
役
」
を
免
除
し
た
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
五

　
月
二
五
日
付
太
政
官
牒
写
（
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
二
十
　
東
福
寺
文
書
之

　
二
』
四
〇
〇
号
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑪
　
本
章
で
は
、
後
白
河
親
政
・
院
政
初
期
に
朝
廷
が
一
国
平
均
役
に
積
極
的
に
関

　
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
大
嘗
会
役
に
つ
い
て
は
必
ず

　
し
も
こ
れ
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
八
月
一

　
九
日
条
に
は
、
筑
前
圏
司
・
肥
後
国
司
・
日
向
国
司
が
火
影
群
論
を
一
国
平
均
に

　
賦
課
す
る
こ
と
を
朝
廷
に
申
請
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
小
山
田
義
夫
氏

　
は
鎌
倉
期
に
至
っ
て
も
大
嘗
会
役
は
一
園
平
均
に
賦
課
す
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
た

　
国
と
さ
れ
て
い
な
い
国
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
大
嘗
会
役

　
が
全
課
的
に
庄
園
・
公
領
を
問
わ
ず
賦
課
さ
れ
る
べ
き
課
役
と
す
る
に
は
厳
密
な

　
検
討
を
必
要
と
す
る
と
し
、
大
嘗
会
役
の
特
殊
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
「
大

　
嘗
会
役
小
考
－
平
安
期
を
中
心
と
し
て
一
」
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し

　
た
い
。

⑫
森
本
氏
が
前
掲
論
文
で
｝
国
平
均
役
の
成
立
を
示
す
と
さ
れ
た
建
久
四
年
（
一

　
一
九
三
）
七
月
四
日
付
官
宣
旨
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
巻
六
七
七
号
・
六
七
八

　
号
）
は
、
後
白
河
親
政
・
院
政
期
の
政
策
の
継
承
・
発
展
を
示
す
も
の
と
位
置
づ

　
け
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
官
宣
旨
は
次
の
二
点
で
重
要
で
あ
る
。

　
一
つ
は
森
本
氏
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
代
起
請
の
地
を
も
論
ぜ
ず
役
失

　
工
・
造
宇
佐
宮
役
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
事
実
護
が
上

　
卿
の
宣
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
一
国
平
均
賦
課
を
認
可
し
た
太

　
政
官
符
・
官
宣
旨
の
事
実
警
の
は
じ
め
に
は
、
そ
の
申
請
を
行
う
国
司
の
解
状
が

　
引
用
さ
れ
て
い
た
。
建
久
四
年
の
官
宜
旨
に
は
圏
司
の
解
状
が
引
用
さ
れ
ず
、
事

　
重
書
が
上
卿
の
宣
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
時
、
役
夫
工
・
造
宇
佐
宮

　
役
が
国
司
の
申
請
に
関
わ
ら
ず
、
朝
廷
に
よ
り
一
園
平
均
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
こ

　
と
を
示
し
て
い
る
。

⑬
　
鎌
倉
期
の
～
国
平
均
役
を
考
え
る
さ
い
に
は
、
鎌
倉
幕
府
の
関
与
に
つ
い
て
考

　
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
幕
府
の
一
国
平
均
役
へ
の
関
与
は
そ

　
の
徴
収
法
に
お
い
て
で
あ
り
、
一
雨
平
均
役
の
賦
課
・
免
除
に
関
与
し
た
と
は
考

　
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
日
詳
し
く
展
開
し
て
み
た
い
。
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お
　
わ
　
り
　
に

本
稿
に
お
い
て
一
国
平
均
役
の
租
税
と
し
て
の
確
立
過
程
を
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
四
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。



一国平均役の確立過程（上島）

　
e
　
一
一
世
紀
前
半
よ
り
代
表
的
な
一
国
平
均
役
が
個
々
の
課
役
ご
と
に
順
次
、
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
＝

　
　
世
紀
に
一
国
平
均
役
と
い
う
租
税
制
度
が
確
立
す
る
と
は
言
え
な
い
。

　
⇔
　
一
一
世
紀
・
一
二
世
紀
前
半
に
は
、
朝
廷
は
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
に
積
極
的
に
関
与
し
た
と
は
言
え
な
い
。
一
国
平
均
に
課
役

　
　
を
賦
課
す
る
と
い
う
方
式
は
国
司
の
主
導
に
よ
り
展
開
し
て
き
た
。

　
㊨
　
代
表
的
な
一
国
平
均
役
が
そ
の
よ
う
な
賦
課
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
る
＝
一
世
紀
中
頃
に
は
、
一
国
平
均
に
賦
課
さ
れ
る
課
役
を
総
称

　
　
す
る
言
葉
と
し
て
、
「
勅
事
」
「
勅
事
院
事
」
「
上
院
事
」
な
ど
の
用
語
が
史
料
上
に
現
れ
、
　
一
国
平
均
に
課
役
を
賦
課
す
る
と
い
う
形
態

　
　
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
鋤
　
後
白
河
親
政
・
院
政
初
期
に
朝
廷
は
一
国
平
均
役
の
賦
課
・
徴
収
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
確
固
・
免
除
な
ど
の
面
で
鎌

　
　
倉
期
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
る
形
態
が
確
立
す
る
。
こ
こ
に
一
国
平
均
役
と
い
う
租
税
制
度
が
確
立
す
る
と
言
え
る
。

　
以
上
、
現
象
面
の
追
求
に
終
止
し
、
社
会
・
政
治
状
況
と
の
関
連
で
一
国
平
均
役
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
は
じ
め

に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
研
究
状
況
を
見
て
み
る
と
、
一
国
平
均
役
を
中
世
を
通
じ
て
賦
課
・
徴
収
さ
れ
た
租
税
と
す
る
視
点
か
ら
そ

の
確
立
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
よ
う
な
一
国
平
均
役
の
制
度
面
の
み
を
と
り
あ
げ
た
研
究
も
多
少
な
り
と
も

中
世
圏
家
を
考
え
る
さ
い
の
論
点
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
る
。
最
後
に
若
干
の
展
望
を
示
し
、
本
稿
を
結
び
た
い
。

　
後
白
河
親
政
・
院
政
初
期
に
朝
廷
が
一
国
平
均
役
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
を

国
臆
し
、
そ
の
徴
収
を
国
司
に
任
せ
て
い
る
だ
け
で
は
用
途
が
集
ま
ら
な
い
段
階
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
鳥
羽
院
政
期
に

寄
進
地
系
庄
園
が
増
大
し
庄
園
公
領
制
が
確
立
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
一
国
平
均
役
が
行
事
所
切
符
に
よ
り
権
門
単
位

に
微
収
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
権
門
体
制
的
な
国
家
形
態
が
確
立
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
朝
廷
は
庄
園
公
領
制
・
権

門
体
制
と
い
う
中
世
社
会
の
確
立
に
対
応
し
、
国
家
事
業
・
行
事
の
用
途
を
確
保
す
る
た
め
に
国
司
に
よ
り
展
開
し
て
き
た
一
国
平
均
に
課
役

を
賦
課
す
る
と
い
う
方
式
を
自
ら
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
一
国
平
均
役
を
個
々
の
権
門
を
超
越
し
た
租
税
と
し
て
確
立
さ
せ
た
と
言
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え
る
。
保
元
新
制
に
み
ら
れ
る
「
九
州
之
地
者
一
人
之
有
也
、
王
命
之
外
、
子
孫
二
私
事
こ
と
い
う
言
葉
は
、
超
権
門
的
な
立
場
と
し
て
の
天

皇
の
位
鐙
を
明
確
に
表
罫
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
中
世
国
家
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
研
究
は
多
い
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
後
白
河
親
政
・
院
政
初
期
に
権
門
を
超
越
し
た
租
税
と
し
て
一
国
平
均
役
が
確
立
す
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
中
世
的
な
国
家
形

態
が
成
立
す
る
こ
と
の
有
力
な
根
拠
と
な
り
う
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
都
市
北
匿
平
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The　lndianization　Problem　of　the　British

　　　　　　　　　　Bureaucracy　in　lndia

by

1｛oNDA　Takehiko

　　The　year　1858　marked　a　crucial　turning　point　for　the　British　Raj．

However，　by　focusing　our　attention　on　its　governing　personnel，　we　find

some　continuing　tendencies，　particularly　within　the　membership　of　the

Indian　Civil　Service．　Through　a　carefully　contrived　recruiting　system，

dozens　of　British　youths　were　selected　each　year，　and　after　their　appoint－

ment　they　exercised　tremendous　authority　over　the　lndian　people　as　top

career　colonjal　bureaucrats．　The　size　of　the　service　was　fixed　at　about

1000　men　and　this　rather　compact　scale　intensified　its　enigmatic　image，

viz．　a　highly　efucient　corPs　d’e’lite　managing　a　large　colonial　empire．

　　In　the　1880’s，　those　lndians　who　first　enjoyed　English　style　higher

education　appeared　on　the　politica1　arena　of　colonial　society．　Later，　they

were　to　become　the　British　government’s　most　irreconcilable　opponents，

but　their　first　political　demand　was　to　open　the　door　of　the　1．　C．　S．　to

Indians．　This　article　attempts　to　make　clear　how　the　British　in　lndia

as　a　ruling　class　perceived　and　responded　to　this　situation．　lndeed，　the

Indianization　of　the　1．　C．　S．　was　not　brougiit　about　until　the　impact　of

World　War　1，　which　destabilized　the　British　Empire　as　a　whole．

The　process　of　Establishmant　of　1んん。肋磁♂ん初yα々多5

by

UEJIMA　Susumu

　　Ileleoku肋’々勿盈πwas　a　typical　tax　in　the　Medieval　ages，　which

imposed　on　both　manors　and　government－owned　lands　as　a　source　of

revenue　to　execute　national　projects　such　as　the　building　of　the　lmperial

Palace，　the　ceremony　of　Daijoe　and　the　reconstruction　of　lse7’ingu　Shrine．
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However，　how　tke　tax　system　was　established　has　not　been　fully　eluci－

dated．　This　article　investigates　the　process　of　how　1勲。んz畠磁謝剛α加，

whick　began　to　be　imposed　in　the　early　eleventh　century，　underwent

certain　changes，　became　a　kind　of　tax，　and　obtained　the　form　which　was

preserved　during　the　Kamafeztra　era－from　tlie　institutional　pont　of　view．

In　short，　the　imposition　of　the　tax　throughout　a　province　deveioped　under

the　initiative　of　provincial　governers　and　it　is　not　until　the　early　period

of　Emperor　Goshirafeawa’s　government　and　the　cloister　government　that

the　central　government　began　to　participate　actively　in　tke　imposition

and　collection　of　Vefeolett　Heifeinyafett．　The　plinciple　of　collection　and

exemption　which　had　been　established　during　this　time，　was　malntained．

Therefore，　it　was　during　the　early　period　of　Goshirahawa’s　rule　and

the　c至oister　government　that　the　tax　system　of　1勲。ん％山九”α舳was

established．

“　Free　”　Election　of　the　Village　Chiefs

　　　　in　Colonial　Java　and　Madoera

by

UEMuRA　Yasuo

　　After　restoration　of　Java　in　1816，　the　Dutch　Colonial　Government

recognized　oMcially　the　inhabitants’　right　of　electing　their　village　chiefs

freely　in　the　election　law　of　1819．　This　principle　was　confirmed　again

by　the　Constitutional　Law　of　1854　and　einbodied　in　the　eiection　law　of

1878．　The　latter　contained，　however，　another　tendency．　Here　the　Dutch

Colonial　Government　aimed　at　excluding　the　“unsuitable”　from　village

chiefs　by　using　its　influences　over　the　election．　And　this　went　farther

in　the　revised　electioR　law　of　1907．

　　Actuai　implementation　of　these　laws　experienced　considerable　delay．

Moreover，　there　frequently　occured　deviations　from　the　provlsions　at　the

actual　elections．　For　example，　there　were　lnfiuential　persons　in　viliages

who　formed　parties　and　fiercely　struggled　for　the　position　of　village

chief　by　using　bribery　or　sotne　other　kinds　of　intrigues．　At　the　same

time　there　were　many　cases　where　village　inhabitants　purposely　elected
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